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心 の 糧

十二使徒評議員会補助

ス ター リ ング Ｗ ． シル

水は宇宙 にあまねく見られる要素であって，生命の象徴である。イエスはよ く

それを用いて，ご自身の神性について証をされた。清い水はまた福千年に先立つ

弛球更新の神秘の一っとなるであろう。主は言われた， 「不毛の砂漠の中に……

焼けたる地 はもはや湿いなき土地にあらざらん。」（教義と聖約 １３３：２９）水はま

た清さの象徴でもある。悔い改めの水によりバプテスマを受けて清められ，キリ

ス トの賭いの犠牲によって，罪を洗い流 してもらわねばならないことをイエスは

教えておられる。

地の面を，実りある美しいものとするために，神は地下に大いなる水の源と隠

れたる川を備えたもうた。同じように， この世には，見えざる偉大な霊的力があ

って，我々の霊に活力を与え，生活を美わしく，楽 しいものにして くれる。

我４が，己の信仰に全 く従順で，正義を愛する時に，神は我々の心底にひそん

でいるこれ らの能力に触れたまい，生活を浄化する偉大な霊の力を放ち，我々を

御前に永遠に昇栄させたもうのである。
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今 月 の 表 紙

今月の表紙は アメ リカ合衆 国最北

部 に位置 し， ５，０００人の末 日聖徒 の

住む ア ラスカの風景です。

上段左 ：マクニール川で鮭 とりに熱

中 しているひ ぐま

上段右 ：銀鮭 を持 ちあげてい るア ラ

スカの少年

中段左 ：ア ンカ レッジの北方 マタヌ

ースカ谷のひっそ りと した農場

中段右 ：氷河 の溶 けは じめ るジ ョー

ジ湖

下段左 ：ア ンカ レッジ近辺 の冬景色 ．

下段中央 ：エスキモー人 に人気 のあ

るスポー ツ，ブ ランケ ッ ト・トス

（人 を毛布 にのせ てほ う り上 げ

る）

下段右 ：ア ラスカ中央部 を走 るデナ

リーハイ ウエイ近 くに住む トナ カ

イ。
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〈予言者の言葉〉

真 理 は

自由 を得 させ る

大管長 デ ビ ド ０・ マ ッ ケ イ

由，特に個人の自由は真理に従 うことによりもたらさ
自

れる。およそ二千年ほど前， ピラ トは 「真理とは 何

か」と尋ねた。 この質問は今なお一般にはよく答えられてい

ないが，我々は真理が何であるかを知っている。

真理について学ぶ人々は次のように言 っている， 「真理 と

は事実と一致するものであり，違 うことなく，不変で，正確

なものである。抽象的な意味において真理は，事物のあるが

ままの姿である」讃美歌 １４１番の中で，我々は 「真理は何と
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い え ば」 と歌 って お り， ま た 「世 に あ る宝 にて， 一 番 貴 き

宝」 と答 え て い る。

嘱真 理 は あ らゆ る もの の本 質 で あ る
。 教 義 と聖 約 の 中 に 「真

理 とは， 事物 の現 在 あ るが ま ま， 過 去 に あ り しま ま， 未 来 に

あ るが ま まの 知識 な り」 （教 義 と聖 約 ９３：２４） と記 され て い

る。 イ エス が ， 自分 を 信 じた人 々 に 向 い， 「も しわ た しの 言

葉 の う ち に と ど ま って お るな ら， あ な た が た は， ほ ん と うに

わ た しの 弟 子 な の で あ る。 ま 牟真 理 を知 るで あ ろ う。 そ して
ド

真理は，あなたがたに自由を得 きせるであろう」（ヨハネ８：

３１～３２）と言われたのは，非常に意味深いことである。それ

は自由，特に個人の自由を意味 している。

良心は必ず しも真理への安全な導き手ではない。 しかしな

がら，キリス ト．に従い続ける人々，キリス トを信 じて，その

御名を受ける人々，バプテスマを受けて新 しい生活をする人

々は， キリス トの 「みたま」の導きだけでなく，按手礼の後

に，神会の一方である聖霊の特別な導きと霊感をも受けるの

である。

霊的であるとは， 自己に打 ちかつこと，および神との交わ

りを知ることである。霊性は人に，困難に打ちかつさらに大

きな力を得させる。人間のまだ知 られていない能力 とその心

を広 くしてくれ る真理を知ることは，人生の最 もすばらしい

経験の一つである。

「正直，真実，貞潔，慈善，高徳なるべきこと……すべて

の人に善を行なう」 ζとなどは霊性を高めるものであり，人

の最高の財産である。それは人の内に神より与えられた最高，』・

無上の賜であり，人を万物の王とならしめるものである。

予言者ジョセブ ・ス ミスを通して与えられた勧告 と約束は

神から出たものである。 「……絶えず徳を以て汝の想を飾る

べ し。然る時は，汝の自ら信ずること神の前に強 くなりて，

神権の教理は天より下る露の如 くに汝をうるおさん。聖霊は

常に汝の伴侶となり，汝の笏は真理と正義の変ることなき笏

となり，汝の支配は永遠の支配となりて強いらるることな く

永遠に汝に流れ込まん。」（教義と聖約１２１：４５～４６）

このことは，権能ある人によ・６てバプテヌマと按手礼を受

け，その後聖霊が絶えず伴侶となるような生活をする人４に

対する確かな約束である。偽 ｂや見せかけでなく真心均〉ら，

その導きを絶えず求める人々は真理を知 り，真理は彼 らに自

由を得させるであろう。

我々の問題が霊的な ものであろうと，この世につけるもの

であろうとも，我々が持っている知識は，一生懸命努力 して

さらに得 られる知識に較べるとほんめわずかなものであるげ
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これは我々が学ぶごとく永遠の真理である。知識の泉は，こ

の世の器では汲み尽すことができない。

我が愛する兄弟，姉妹よ，私は義 しい生活を送 る人生哲学

泰あることを知っている。我々は，その哲学により，霊が高

められ，人が達成 し得るあらゆる可能性，すなわち愛する救
・い主が人に望みたもう完成へ と導かれて行 くのである。

この世の幸福 と楽 しみの安易な道を求める若い人４は，高

い代価を払わなければならない。彼 らは縛 られて，罪の奴隷

となるであろう。 また彼 らが求めた幸福は，その心中で灰 じ

んと化 して しまうにちがいないのである。

救い主は放蕩息子の讐え話の中でなんとすばらしい教訓を

お与えにならたことであろう。

あの放蕩息子には，名声と良い家庭環境，人生の真の喜び

楽 しみの機会と良い仕事があった。 しか し，彼はついに父の

富を兄と分けてもらい，自分自身の幸福を求めようと決心し

た。彼は自由になるはずであって，もはやこれ以上，父に束

縛 された くはなかった。

私はまた，かつて私に手紙を書いて くれたある若い女性の

ことを思い出 した。 「私は１６才です。父は私を理解 して くれ

ませんし，義母は外出させてくれません。私はほんとうに外

、へ出たいのです」彼女は家庭に縛 られていらいら．していた。

父親の目には，彼女はまだほんの子供であった。彼は，娘が

一人前の女性になろうとしており，自分の翼を試 したがって

いることを理解 していなかった。 一

私はあの放蕩息子 も同じように感 じたと思 う。よく知って

いるように，彼は 「父よ，あなたの財産のうちでわた しがい

ただく分を ください」 と言 っているからである。彼はその分

け前をもらい，真理の代 りに楽 しみを求めて，今 日なら何百

万にも相当する財産を使い果た して しまった。お金がある間

は，友だち気どりのも．のが多 くいた。彼は酒を飲んで楽 しみ

が得 られ ると思い，自由奔放な生活を送 った。 自由であると

思っていたが，彼は奴隷めようにな りつつあった。そして彼

は束縛を受けており，少 しも幸福でないことを悟 ったのであ

る。

もしも自由でありたいと望むなら，真理の道すなわち永遠

の喜びに到る道に従いなさい。私がここに述べてきた意味に

おいて，真理 に従うには勇気が必要である。己れに忠実であ

って，正 しいと思うこと， また正 しいとわかっていることを

行ないなさい。

我々すべてが，人生の業に直面する時に，そのような勇気

が得 られるように祈る次第である。

、
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ア ラ ス カ に お け る 教 会

エ リ ー ナ ー ・ノ ウ ル ズ
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１９１０年 ９月 のあ る 日の午 後， この地方 は とて もひ

どい北風 に見 舞 われ てい ま した。物 見高 い抗夫 ，狩

人，漁師，見物人 が， ベ ー リング海 の海岸 に集 ま り，

これ か ら起 こる見 なれな い事 を見 よ うと して いま し

た。 ２時 頃， 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 の大 祭

司で９０歳 にな る Ｅ．Ｇ．キ ャノ ン博 士 が進 み 出， 集 ま

った人 々に教 会 につ いて話 しま した。話 し 終 え る

と， キ ャノ ン長老 は， 全 身 白衣 を ま と った Ａ．Ｗ ．ア

ンソニー夫人 を導 いて，激 し く波 が打 ち寄せ る海 へ

入 り， 彼 女 にバ プテ スマを施 しま した。

１９６７年 １２，月， 同 じよ うな ことが ア ラスカの ハ イダ

ー の近 くで行 なわれ ま した。 カナダ のブ リテ ィ ッシ

ュコロ ン ビア州 ステ ワー トに住 む ノラ ・マ ック レー

は福 音 に関心 を持 つ よ うに な り，バ ンクーバ ー Ｂ．

Ｃ． にあ るア ラス カ ・カナダ伝道本 部 に手 紙 を送 っ

て，資 料 を求 めた ので した。 ア ーザ Ａ．ヒ ンクレー

三道 部長 の夫 人， エル マ Ｔ． ヒ ンクレー姉 妹 と数

：：文通 を続 け る と， マ ックレー姉 妹 はバ プテ スマを

ヌ…：ナナニい と頼 みま した。何週 間か た って，よ うや く宣

北米大陸の最高峰マ ッキ ンレーは，真夏で

も深 い雪と氷におおわれている。
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教 師 が ２人， ステ ワー トに旅行 で き るよ うにな りま

した。 宣教 師 は三 日間 マ ックレー姉 妹 と話 し合 った

結 果，彼 女 にバ プ テスマを受 け る資 格 の あ ることが

わか りま した。 けれ ど も， 近 くの湖 は４５セ ンチ もの

堅 い氷 が張 って いて使 えず， バ プ テスマ をす る場 所

が あ りませ んで した。近 くの人 々はみ な， その若 い

女性 がパ フ。テ スマを受 けたが ってい るこ とを知 って

い ま した。 そ して， 日曜 日の朝，６０キ ロ も離 れ た湾

の ハ イダ ー とい う町 に住 ん でい る人が マ ックレー姉
へ

妹 に電話 を か けて きま した。 ’
「こち らへ い らっ しや った ら

， ち ょうど今， 潮 が

干 い てい て， 海 でバ プ テスマが で きます よ」 とい う

電話 で した。 マ ック レｒ姉妹 ，二 人 の宣教 師， ス テ

ワー トの町 の人 た ちは車 に飛 び 乗 る と， 列 をっ くっ

て， 吹 きす さぶ雪 の 中をハ イダーへ急 ぎ ま した。 海

に近 づ くに従 って，吹 雪 は弱 ま りは じめ， 暗 い空 が

開 けて きま しだ。 そ して， 雲 の間か ら太陽 が顔 を 出 １

し始 め， ノ ラ ・マ ックレー姉 妹 はバ プ テス マを 受 け

ま した。 バプ テ スマが終 って， 人 々が帰 途 に つ く

と， 吹 雪 はま た激 し くな りま した。

教会 の ことを学 ん だ多 くの人 々の うち ２人だ けが

改宗 し， ア メ リカ合 衆 国第４９ステ ーキ部 の凍 るよ う

な水 の中で バプ テ スマを受 け ま した。

広 大 な土地 で人 が まば らに しか住 んで いな いア ラ

ス カは驚異 的 な成 長 を とげ， それ と ともに教会 も発

展 しま した。１９３５年 に は１１人， １９５０年 に は ４５０人 だ

った の に対 し，現 在 は ５，０００人 の末 日聖 徒が ア ラス

カに住 ん でい ます。 ア ラスカ ・ステ ーキ部 はア ンカ

レジの北方 ５００キ ロ （汽 車で１２時間） の フ ェアバ ン

クスまで わた り， ３，３００人 の会 員が い ます。 残 る

１，８００人 の会員 は伝道 部 に所 属 して い ますご 地 域 的

に言 えば， ア ラス カ ・カナ ダ伝 道部 は教 会で一 番大

きな伝 道部 の一 つ です。 ア ラス カ と， カナダの ブ リ

テ ィ ッシュ．・コ ロンビア州 とユ ー コン州 を加 え ると

２８０万平 方 キ ロ メー トル に も及 び ます。

ア ラス カで は どんな人 が教会 員 にな って い るので

しょうか。抗 夫，大 学教 授， 教 師， 学生 ，辺 境 を飛

ぶ飛 行士， 軍 人，政 府職 員，建 築 家，事 業家， サ ラ

リーマ ン， 漁 師，狩 人， 農夫， 主 婦，子 供 な ど， あ

らゆ る分 野 に末 日聖徒 が見 られ ます。 ア ラス カの人

々に は， 一般 に 開拓 者 精神 が旺盛 です 。 だれで も，

ア ラス カへ行 くと， 現 在 も開拓者 が い る ことに気 づ

きます。 ア ラス カとア ラス カ人 には，緊 迫 とか 目的

とか冒 険が あ る とい った感 じが します 。

ゴール ドラ ッシ ュが 何千人 もの夢 多 き人 々を 引 き

つ けた １９世紀 も， 終末 の わず か な間 を除 いて， 開拓

２８４

者 は まれに しか来 ませ んで した。 ２００◎年 以前 には人

が住 んで い る地 域 で， 発見 も されず， 地 図に もの っ

て いな か った所 は北 ア メ リカ大 陸 の北西 海岸 だ けで

した。 その ころ の地 図 は， 北 カ リフォル ニ ア海 岸 で

終 って いて， ア ジア とア メ リカはつ なが って い るか

ど うかす ら知 られ てい ませ ん で した 。

１７３１年 ロシア帝 国 ピ ョー トル大帝 の命 を受 けた ヴ

ァイタス ・ベ ー リングは， 現在 彼 の名が つ いて い る

海峡 を通 り，二 大 陸はつ なが って いな い ことを証 明

しま した。 ベ ー リングは１７４１年 に ２回 目の航 海 を し

て，現 在 ア ラスカ とカナダ の国境線 か ら１５キ ロも離

れ て いない エ ライア ス山の近 くに上 陸 しま した。新

しい地 は， ア メ リカ大陸 で あ って， 他 の島で も，亜

大陸 で もな い ことがわか り， ベ ー リングは こ う して

西 か らの探 険 で ア メ リカを発見 し， 証 明 した最：初 の

人 とな った ので した。
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１９２８年 ６月 ６日 ， ジ ュノ ー の近 くにて ， ア ラ ス カは 福 音 を 宣

べ 伝 え る地 と して 祝 福 さ れ ， 聖 別 され た。 右 か ら二 番 目， 奉

献 の 祈 りを捧 げ る ヒー バ ー ・ミー ク ス長 老 ， 出席 者 は 他 に ア

ル ビ ン ・イ ング レス テ ド， ジ ェー ム ス ・ジ ュ ド， ロウ エ ル ・

プ ラ ウ マ ン。

それ か ら５０年 も しない うち に， ロシアか ら北 ア メ

リカへ最 初 の移民 団が到 着 し， コデ ィア ク島 の ス リ

ーセ イ ンツ湾 に探 険 を始 め る錨 がお ろ され ま した。

ロ シアの人 た ちは大 きな河 に沿 って交換 所 を設 け，

帝 国政 府 のた めに，新 しい国 の毛皮 を開 発 し ま し

た。 ま もな く，英 国， フ ランス， スペ イ ン， ア メ リ

ヵめ船 も続 々 と到 着 し， 豊 か な毛 皮を求 めて，北 の

国 の奥深 くへ と探 険 しま した。１８６７年 に な ると， 国

内に オ ッ トセ イや あ ざ らしは いな くな りま した。 そ

して この貴 重な資 源 の枯渇 に伴 い， ロ シアの皇帝 ツ



アー はその土地 を売 る ことに しま した。

１８６７年 ３，月３０日， ロ シア とア メ リカ合 衆国 の間 で

条約 にサ イ ンが交 わ され， 一年 後， ７２０万 ドル （邦

貨 ２６億 円） を支 払 うた め下 院 が召集 され た時 に疑 い

深 い議 員 た ちは， その領土 を 「氷 山」 ときめ つ けま

した。 それ か ら３０年 間 ア ラス カは， もっぱ ら 「セ イ

ウ チ と北極熊 しか 住 めな い氷 と雪 の無 用 の長 物」 と

言 われ て いま した。

１８９７年 ， シア トル の新 聞 は こぞ って一面 に， 「金

が １ トン」 とい う見 出 しを 出 しま した。 カナ ダの ユ

ー コ ン州 の クロ ンダ イ クで金 を探 し当 て
， 人 々が 湧 ．．．

きかえ るそ の町に Ｓ． Ｓ． ポ ー トラン ド号 が人 々を

乗せ て到着 しま した。 そ して， ア メ リカ中 のヤ マ師

が ア ラス カと カナズ４）金鉱 探 しに向か い ま した。 あ

る人 は途 方 もな い金持 ちに な りま したが， 大部 分 の

人 は金 を見 つ け られ ませ ん で した。２０年 の間 に， 立

藏

ｉ蕪講ｉ鍮

纏 麹

叢 響　 難 驚
ア ラスカのケナイにある古い ロシアの礼拝 堂は１９世紀 の ロ

シア居留地の遺 物であ る。．

派な家 々もす っか り貧弱 にな り，再びアラスカは忘

れ られま した。けれ ども， この土地の本当の価値は

まだまだ残 っていま した。２０世紀 も中葉にな ると，「

進取的な人や会社が，石油，鉱石，水力発電，天然

ガス，森林などア ラスカの巨大な天然資源の開発に

かか りました。

さらに第 ２次世界大戦 によ り，ア ラスカに対 して

戦略的な意味で新たな関心が寄せ られ るようにな り

ました。今 日， ここにい くつかの軍事 的に重要 な施

設が設置されています。

戦後何年かがたつまで， アラスカの教会 の成長は

ゆ っ くりと した もので した。 たぶ ん知 られ て い るう

ちで最 初 にア ラス カへ行 ったの は金 を求 め て行 った

Ｅ． Ｇ． キ ャノ ン博士 で あ りま しょ う。彼 は１８７１年

に改宗 し， ア ラス カ中を旅行 す る間， 「車 の上 の礼

拝堂」 を 開 き， セ ワー ドペ ニ ンス ラ地方 とノー ム地

方 の鉱 山で集会 を開 きま した。 キ ャノ ン博 士 は ノー

ムで，彼 に福 音 を教 えた Ｋ． Ｎ． ウ ィニ ィに会 い，

１９０２年 ６月２５日にべ 一 リング海 でバ プテ スマを施 し

ま した 。 そ して この ２人 は， １９１０年１１月 キ ャノ ン博

士 が死 ぬ まで教会 の非公 式 の宣 教 師 と して働 きま し

た。

ア ラス カ地方 は１９２５年 頃 まで北西 ステ ー ツ伝道 部

の管 轄下 に おかれ， 後 にア ラス カ ・カナダ伝道 部 に

属す よ うにな りま した。１９１３年 最初 の宣教 師が ジ ュ

ノーに送 られ， その後数 人が ア ラス カを訪 れ ま した

が，成 果 はあが りませ んで した 。

その後１９２８年 に， 北西 ステー ツ伝 道部 の ウ ィ リア

ム Ｒ． スロー ン部 長 は， ヒーバ ー ・ミー クス， ア

ル ビ ン・イ ング レス テ ド， ジ ェー ムス・ジュ ド， ロウ

エル ・プ ラウマ ンの ４人 の宣 教 師を送 り， ア ラス カ

に地 方部 を お ける状 態 か ど うかを調 べ させ ま した。

ユ タ州 カナダ 出身 の短期 間宣 教師 ミー クス長 老 は，

次 の よ うに書 いて い ます。「次 の 日の朝 （６月 ６日），

私 た ちはお互 いをか た く結 び合 って， 町 や湾 の見 え

る山 に登 ると， 美 しい場所 を選 ん で立 ち， 地 を祝福

し，福 音 を宣 べ伝 え る場所 と して聖別 した も うよ う

に との祈 りを捧 げ ま した…… この祈 りは とて も私 た

ちに とって 感銘深 い もので， 主 が私 た ちを祝 福 した

もうてい る ことを感 じま した」

宣教 師が ホ テルに帰 ると， 新 聞記者 が訪 ねて きて

いて，会 見 を 申 し込 み ま した。次 の 日， 長老 た ちは

新 聞社 の編 集 長 にモル モ ン経 を贈 りま した。す る と

長老 た ちは，商 工会 議所 の昼食 会で話 をす るよ う招

きを受 け｝、その話 の全 容 が新 聞に掲載 され ま した。

長老 た ちが ア ラスカを去 るまで に， １，３００冊 もの モ

ル モ ン経 が売れ ま した。

１９２８年・８，月に， プ ラウマ ン長老 は， 伝道活 動 は順

調 で特 に イ ンデ ィア ンの間 で あざ ま しい と書 いてい

ます。 「イ ンデ ィア ンは， 彼 らの血 統 を誇 りに思 っ

て い ます。 そ して そ の理 由を私 たち は 知 っ て い ま

す。 彼 らは先祖 の ことを学 ぼ うと心 を寄せ て い るの

です 。彼 らは私 た ちの言 うこ とを じっと聞い て いて

それ に満足 して い るよ うで した。 この イ ンデ ィア ン

に は，先 祖 に キ リス トが現 われ た とい う伝説 が あ り

ます。 この伝 説 は， メキ シ コの アズ テ ック人 の とよ

く似 て い ます。

２８５
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昨 日， 私 は イ ンデ ィア ンが数 人集 ま って い る家 を

訪 ね ま した ……彼 らは普 通 の宗教 を認 め る ことがで

きず， あ る女 の人 はだ れか がや って来 て先祖 の宗 教

を説 明 して くれ ると言 い ま した。 その時，私 が行 っ

た のです 。姉 妹 の一人 は， 私が て っ き り神 か ら送 ら

れ て来 た者 だ と信 じま した。 そ して私 は 今 日 の 午

後， 集 会 の約束 を したので す」

１９２０年代 か ら１９３０年代 にか けて の宣教 師活動 はま

ば らで， ア ラスカの わずか な会員 は， お もに 自作 農

を営 む人 々とア ラス カへ 旅す る前 に教会員泥 な った

夢 多 き人 々で した。 その一 人 に， ブ リガム ・ヤ ング

大管 長 の曾 孫 に あた る ワシ ン トンＤ．Ｃ．のス テ ワー

ト Ｃ． キ ャ ンベ ルが い ま し た。 キ ャ ンベル は，

１９３５年 に ア ンカレ ッジの北 の マ タナス カ谷 に入植 し

よ うと して いた ミシガ ン， ウ ィス コンシ ン， ミ不 ソ

タの ２００家族 の財 産支 配人 を してい ま した。 キ ャ ン

ベル は次 のよ うに報告 して い ます。 「森 を取 り払い

土 地 を耕す 仕事 は昔 の 開拓 者 の よ うに手 お のや手車

では な くダ イナマ イ ト， トラクター， その他 近代 的

な機 械 で行 な われ ます が，人 々は開拓 者 と同 じよ う

な経験 を しな けれ ばな らな い こ とがわ か ります。 開

拓 者 時代 の話 を いつ も聞か されて きた私 に とって，

この開拓者 の移動 に何 らか の形で 携 わ る ことは， し

ご く当然 の ことの よ うに思 われ ます」

１９３８年 ７月 プ レス トン ・ニ ブ レー， ノー スイー ス

ト・ステ ー ツ伝 道部 長夫 妻は ア ラス カを旅 行 し， ７

月 １０日， ア ラス カで最 初 の支部， フェアバ ンクス支

部 を約２０人 の会員 で組 織 しま した。 そ の夜， １００入

以 上 の訪 問者 と求 道者 で一 般集 会 は うず め られ ま し

た。 後 に ５人 の人 がや幽って来て ，彼 らは モルモ ンで

何 カ月 も市 に いた げれ ど も， 他 に モルモ ンが い ると

は知 らなか った と言 いま した。

ア ン カレ ッジで の最初 の一 般集 会 は， １９４１年 ３月

２３日に 開か れ ま した 。 その次 の週， ア ンカレ ッジの

北 の基地 に駐 留 して い る従軍 牧 師 フ ォー ト・リチ ャ

ー ドソンは， レスター Ｆ． ヒュー レ ッ ト， ク リフ

トン Ｂ． トー マス とい う二人 の宣 教師 を選 んで，

基 地 の集会 を司 会 させ る ことに しま した。 この時，

ア ラス カに住 んで い る末 日聖 徒 は約 ３００人 で した。

これ を機 と して， それか ら２０年 間 には， 急 速で は

な いに しろ着 実 に教会員 輝増 え ま した。 ア ン府 レ ッ

ジに定 着 した会員 の多 くは， ア ラス カの宣 教師 と し

て働 い た末 日聖徒 か， 駐留 して い る陸軍 兵 の末 日聖

徒 で した。 さ らに，伝 道事 業 は実 り多 い もの にな っ

てゆ きま レた。 この改 宗成 功 の最大要 因は， ア ラス

カの人 々にあ ります。 概 して， ア ラスカに開拓者 と

、．転

２８６

して来 た人 々は友情 が厚 く， お お らかで， あ っさ り

と した人 々なの です。人 々は きび しい気 候 と社会 か

ら孤立 して い るため，１結 束 して い るのです。 それ で

互 に結束 し， 活気 が あふれ 友情 の厚 い会 員 た ちを容

した教会 か らつ かわ され る者 の言 葉 に人 々は喜 んで

耳 を傾 け たので した。

ア ラス カの人 口の約 六分 の一 は， エ スキモ ー人，

ア ジア人 とイ ンデ ィア ンの開拓者 の子孫 です。 １９６４

年 に， 特 に この人 々に伝道 す るた め， 宣教 師 が召 さ

れ ま した 。前 ア ラス ガ ・カナダ伝道 部長 の ステ ワー

ド・ダ ラン ト長老 の言葉 に よれば， 「建 築宣教 師，

フル タイ ム宣 教師， 補助 組織 の指 導者， 神権 指導者

な どす ぐれ た指導者 によ り， 伝道 部で は レーマ ン人

のバ プテ スマが盛 ん に行 なわれ ま した」 イ ンデ ィア

ンの セ ミナ リーが開か れ， 多 くの イ ンデ ィア ンの子

供 たちが イ ンデ ィア ン職 業 紹介制 度 に参加 して い ま

す 。

この広 大 な州 に は舗装 道 路が ほ とん どない ので，

伝道 には旅 行が一 番 問題 とな って います。 それ で飛

行機 を使 うこ とが最 も経済 的 で早 いので， ア ラスカ

で は， 人 ロ に比 較 して個人 の飛 行機 の所有 数 が どの

州 よ りも多 くな ってい ます。近 代的 な空港 か ら飛 び

立 った飛 行機 が， 川や湖 や湾， それ に凍 った湖や ぬ

か るみの平原， 砂 州，大 平原 に着陸 してい ます。 こ

の よ うに して， 遠 く離 れた 島 々に も教会 の会 員や支

部 を．見 るこ とがで きます 。

コデ ィア ク熊 と世界 で最 も良 い漁場 で有 名 な コデ

ィア ク島 には，主 と して軍 人 とその家族 の １７０人 近

くい る強 い支部 が あ ります 。

州の南東 にあ るア ネ ッ ト島 には２４人 の会員 がい ま

す。 数年前 ， 島は イ ンデ ィア ンの もので イ ンデ ィア

ンに他 の宗 教 は必要 な い と主 張 した僧侶 に よ って，

宣 教師 はア ネ ッ ト島を追 われ ま した。 けれ ど も， イ

ンデ ィア ンの酋長 の娘 と結婚 した ジ ェー ムス ・ギル

ムア支部 長 は， ア ネ ッ ト島 の会員 た ちを活発 に させ

支 部長 の妻 と彼女 の父 の力 に よ り， 再 び宣教 師 の入

島が許 され ま した。宣 教師 は戸別 訪問 を許 され ませ

んが， 会員 た ちが友 だ ちを家 庭 に招 いて， そ こで長

老 た ちが教 え ます。

首 都 ア ンカ レ ッジ と フェアバ ンクス市 で， 教会 員

は急 速 に増加 しま した。 １９６１年 ８月 １３日， １８５０人 の

会員 を擁 して ア ラス カス テーキ部 が組織 さ れ ま し

た。 そ して， ５年 後， ア ンカレ ッジに美 しいア ラス

カステ ーキ ・セ ンターが献堂 され ま した。今 日で は

ス テーキ部 が組織 され た 当時 の約 ２倍 の会員 を よ う

（２９７ページにっつく）



救 い 主 の 愛 は

聖 な る 愛 で あ る

リ ー ド Ｈ ． ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド．

．
あ釜輪 麗膿 灘欝 寛審讐麟 諭

これはその人があなたを，天父 なる神 の子供 どして認あてい る．こと

なのです。 その人 はあなたの中 に神聖 な要素があ ．り，それが多 くの

可能 性を持 っている ことを知 うて います６救い と永遠の生 命は神 の

原 則の上 に置かれていますが， あなたが その原則を学ぼ うとす る時

にその人 は助 けて くれ ます。 その人は あなたが誤 りをおかした時 に

も許 して くれます。 その人の 目的は，．あなたが未熟 だか らといつて

「もっとや りな さい」 としい るこ とにあるのでな く
，自分 の失敗 を

あなたのせ いにす ることで もな くて，あなたを進歩 させ る ことにあ．

るのです。 あなたが何か罪や間違 いをおか してその人の許 しを求め

る時，その人は心か らの許 しを与 えて くれ ます。 あなたが もっと賢

明に行動 したい と思 う時にはその人 を模範 とすれば よいのです６．

これが救 い主 イエス ・キ リス トの愛 し方です。 イエスの愛を説 明

す るた くさんの例 があ ります。次の聖書か らの引用を考えてみま し

ょう。

…… 「よき師 よ，永遠 の生命 を受 けるために，何 を したちよいで

しょうか」。　いま しめ はあなたの知 っている とお りである。．：τｒ殺ず

な，姦淫す るな，盗むな，偽証を立て るな，欺 き取 るな，．交 と母 と

を敬 え。』」す ると彼は言 った， 「先生 それ らの ことはみな，小 きい

時 か 狩 ・て籾 ます・イ チ祖 繊 ‘目を とめ・いつ くレんで帥

郷 「「墾 挺 星 り紳 ζとがｒｒ昂る漏 ・て持 うて いるものを

興 卿 蜘 て・興 い人々嘆 しなさい・ そうず雛 天 に宝を

持つ ホうに㌍ろ ラ．・ そ レて私 に祥 ？．τ きなさい４。すζ と彼 はζの言

葉を聞いて・顔 を曇 らせ ，．悲 しみ 奉が ら立去 ？た。 た くさんの資産

を持 っていたか らである。 それか らイエスは見まわして帆．弟子 たち

に言 われた。． 「財産 のある者が神 の国 にはい るのは，．なん とむず か

しい ことで あろ う」 （マルコ １０：１７，１９～２３）

ほかの場所で イエスはこう言 ってお られます。 １

「……およそすで にその罪を悔 い改めた る者 は赦 され，主 なる．われ

もはや これ を忘 るべ し」 （教義 と聖 約 ５８：４２）

救 い主が折にふれて言 ってお られるよ うに，私達 に対す る御子の

一番の願いは，私達 が御子 の息子 ，娘 となって，御子が経験 した．と

岡 じ平和 ，やす らぎ，成長 ，実践 そ して喜びを経験す ることがで き

るよ う１ζ：とい．うととなのです。感受性のす るどい人達 に とって．この．

種 の愛 は神 ホ りの霊感 にもとつ くものです。次の話ρ中 か らそ（ρ愛

がどのよ う．に行なわれたか を：考えてみ ましょう。

ジ ョニー ・リンゴ ー ．

私が シェンキ ン氏の旅館のベ ランダに腰 を下 して．ナ ラブ ンジを訪

ねよ うかど うしよう陶か と思 っていた時に， シェンキ ン氏 が こう忠告

して くれ ました。

「ジ ョニー ・リンゴーに頼 んで
，あなたのほ しいもの を買 って も

らいな さい。彼 な ら四倍 以上 も手数料が も らえるだ ろうな。物の価

値 も，取 り引 きの仕方 もよ く知 ってい る男です よ」

「誠ヨニー ・リンゴー だって ／」 とベランダの階段の所にいた，

丸々 と太 った少年 がその名前 をはや したてて， 自分 のひざを しっか

りと抱 きかかえなが ら，かん だかい声で笑い ました。

「やめな さい」 と少年の父親が言 ったので笑い声 は静 かにな りま

したが，小 さな背中がふ るえてい るので，まだ笑 っているのがわか

りま した。 「ジ ョニー ・リンゴーは太平洋の このあた りの商人 の中

で は，一番 のや り手なのだよ」 この簡単な説 明を聞いた少年 は息 を

つ ま らせて，あぶな く階段か らころげ落ちる．ところで した５近 くに

立 うていた村人達の顔に微笑が広がりま した。．一

私 はたずねま した。 「一体 どうした と言 うのです か ？ このあた

りの人は皆， ジ ョニー ・リンゴ」に会 うよ うにと私 に言 うけれ ど，

結局 うやむやにな って しま う。 いも しない人 に会い に行かせた り，

あ りもしない左利 き用のね じ回 しを捜 しに行 かせた りす る類のいた

ずらなので しょ．う．？． そんな人 は実在 しないか，．また は村の伝説上

の人物か何かなので しょう。私 にもその冗談の仲間入 りを させて下

さいよ」。

「冗談 なんか じゃありませ んよ。私達は あなたのためを思 って ジョ

ニー に会 うよ うにとすすめてい るのです よ。

お祭 りにあたる ５ケ月前の こと，，ジ ョニーはキ≒ ワタにや って来

て， 自分の花嫁を見つけたのです。 ジゴニんは花嫁 の父親 に八頭 の

牝牛 を支払 ったのですよ。 ただそれだけの ことで す」。． ｈ’ 「 『．

１’彼が八頭の牝牛 とい う言葉をばかにも ったいぶ６て発音 したので

私は ζの島の非常に珍 しい習慣 を思 い出 しま じた。．．この島で は二，』

三頭の牝牛で中流 の美人 が得 られ，四 ，五頭で は申 し分めない一流

の美人を迎え るζとができるのです。

「おやおや，八頭 の牝牛 とはね／ 彼女 はび っくりす るよ うな
，．

す どい美人に違 いない」。

朧 くく聴 い宵 よ璋 彼は認め，私の反賦 嗣 してちや

と笑い・さち焙 し）ました・ 「牌くく１まないが湯 頒 なゆ 畔

んなに丁寧な人でもただサリタ・と呼ぶ燗 でし齢 そ擁 琳 は

小 さぐて・．やせて いて・ その歩 き方 とい ・た ら頭を ・・コヒｒ
．コ動

々 しτ ，肩 はまるで 自分を隠 そうとで もする串 うにすぼめτ恥た も

のです。 ほおの色はな くジ 目は細 くて，ぱ っち りと見 開いて いた ζ

ともな く，．髪 はもつれたモ ップみたいに顔 の半分 以上 をおおら：てい

ました。彼女は 自分め 影におびえ，自分 の声 に驚 き，大勢 の中 で話

す ことも笑 うこともおそれていたのです。 ほかの女の子達 と楽 し く

遊ぶ ことも嫁か った，そんな女 の子 がど うして男 の子 をひきつ け診

れ るで しょうか ？」

「で も彼女 は ジョニーを魅惑 したので しまう ？ それ はどう．して

ですか ？」 ．． 、
ｉ「話 しあいの場所 にな

って いるテン トに行 く途中，親類の人 達は

ずっ とサ リタの父親 のサムに早 く娘 に良い結 婚を させ るよ うに とせ

きたてτ いま レ＃。彼 らはサムに 「≒頭 ⑱牝牛を請求 しな さい。 そ

して，花む こ揮一頭 ｇか支払いそ うにない とわか って も，二頭支払

うように頑張 りなさし）』 と言いま した。 しか しそ うは言 って も，サ

ムはこん どの サ リタの結婚話 に何か悪ぴ ことが起 こりは しないか と

とて も心配 していたので，牛を一頭 ももらえな くて もサムは承知す

るだろ うとい うことがわか っていま した。 です か ら花む こを待 って

い る間，１彼 らは牝牛一頭 さえ もあき らめて ，自分達 は荷 も手 に入れ
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る ことがで きないかわ りにサ リタには良いおむ こさんが来 るのだ，

というふ うに考 えてい ました。

その時 ジ ョニーがテ ン トの中へや って来 て誰 も言葉 をかけな い う

ちに真直 ぐにサム ・カルーの所へ行 き，サムの手 を しっか りにぎっ

て言 いました。 ｒサ リタのお父 さん，私 はあなたの娘さんに八頭 の

牛 を差上 げます』 サムは ジ ョニーが 自分をか らか っているのだ と思

って，手 をふ りほどこうとしま した。 しか しジョニーが手 を離 そ う

としないので，父親や親類の人たちは，彼 は気が変 になったに違 い

ないか ら正気に戻 らない うちに契約書にサ インした方 がよ さそ うだ

と思 いま した」

・・「それで ジ ョニーは牛 を引渡 したのですか ？」 ・

「す ぐにね。 その夜に結婚式をあげて，式 がすむ とす ぐチ ョー島

へ新婚旅行 に出か けて， それか ら二人 はナ ラブ ンジの家へ行 った き

り，私達 は彼 らに会 っていないんですよ」

「八頭の牛をね…… ジ ョニーに会 ってみた くな ったな」私 は信 じ

られない気持で言いま した。

「だか らさっきか ら言 って るで しょう
。 いろいろな意味で， ジ ョ

ニー に会 った方がいい と思いますよ」 と旅館 の主人 はにや にや笑 い

ま した。

私 は魚 もほ しか った し野菜 も真珠 もほ しか ったので，次の 日の午

後 自分の ボー トでナ ラブンジへ行 きま した。 そ こで おも しろい こと

に気がつ きました。 とい うのは，私 がナ ラブ ンジに住 んで いるジ ョ

ニーの仲間達に彼の家へ行 く道 を聞 こうとして彼 の名 を 口 に し て

も，誰 も意味あ りげな笑い方やまばたきを しなか った ことです 。ほっ

そ りとした，ま じめそ うな青 年に会 った時に，彼 は私 を気持 の良 い態

度で家に招 き入れたので，彼 が ここの主人 だ とい うことが わか りま

した。そ して ここの人達 が笑 い ものにする とい った気持 をまった く

持たずに彼を尊敬 してい るのを知 って私 は うれ しくな りま した。

私達は ジ ョニーの家の客間の，竹 で編 んである椅子 に腰 かけて，

私が買いたい物について話 しま した。彼 は私 を良 い漁場へ案 内す る

ことや，私 に野菜 を売 る こと，真珠 の取 り引きをす ることなどを承

知 して くれま した。 それか ら彼 は，私 に 「あなたはキニワタか ら来

たのですか ？」 とたずねま した。 「ええ」 と答 えて ，私 はキニワタ

の人達に ジョニーを訪 ね るよ うに言 われた ことを話 しま した。

「あの島の人達は私 のこ とをそんなに話題 に して いる の で す か

？」

「ええ，あなたの助 けがなければ私 は何 も買 えないと言 ってい ま

した よ」

彼 は静 かに笑 って 「私 の妻 はキニワタの 出なんです よ」 と言い ま

した。

「知 っていますよ」

「彼女の ことを噂 してますか ？」

「少 しね」

「何て言 ってますか ？」

禰灘

事’

躍
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「何て って，ただ……」彼の質 問に私 はあ療 て しまいま した。

「彼 らはあなたの奥 さんの名前 と
，奥 さんの お父 さんの名前 とそれ

か らあなたがお祭 りの時に結婚 した ことを話 して くれ ました よ」

「もっとほかには ？Ｊ彼 はまゆ げを曲 げて ，もっと多 くの ことを

話 したで しょうとい う様子 をみせ ています。

「彼 らはあなたの結婚 の支払 いが，牛八頭 だった とも言 っていま

す」私は言葉を切 り，それか ら続 けま した。私 がとて も聞 きたか っ

た質問が今 こそで きるのです。 「なぜ八頭 も払 ったの か皆不思議が

って います よ」

「あの ことを噂 しているのですか」彼 の目は愉快 そうに輝 いてい

ます。かん じんな質問は気に もとめてないよ うです。 「キニワタの

人達 はみんな，八頭の牛 の ことを知 って いるのですか」私 はうなず

きました。

「ナラブンジの人達 もみな知 ってます よ」 と満足 そうに胸 を張 っ

て彼 は言いま した。

「結婚の支払いについて人 々が話す時 ，いつで も， そして いつ ま

で もジョニー ・リンゴーがサ リタに八頭 の牛 を払 った とい うことが

話題 にな るで しょう」

これが答 えなのか と思 うと私 はがっかりしました。 この神秘的で

不思議な ことも，その説 明もすべ て くだ らないものだ ったのです。

利己的な彼 に とっては， とてもスマー トで，強 くて，利 口な人 とし

て知 られ るだけで充分ではな くて，奥 さんの買 い方で 自分を もっと

有名 にしたか ったに違いないのです。

私は彼がキニ ワタでは馬鹿者扱 いを されて笑 われて いることを話

して，彼を しょんぼ りさせてや りたい ものだ と思 いました。

その時です。私 が彼女 を見たのは。 門の所 にち らちら光 ってい る

ガ ラス玉のすだれを通 って：食卓 に果物 の入 った皿 を置 きに隣室 に入

って来た彼女を見ま した。彼女 は私 の横 の若者 に愛 らしい魅力にみ

ちた微笑を投げかけて少 しの間立 止 って いま したが， またすばや く

外に出て行 きま した。彼女 は私 が これまでに会 った女性の中で一番

美 しい人で した。果 物を運 んで来 た この女性の よ うな美 しさを持 っ

てい る人はいませんで した。 ほかの女性達 は今で はつ まらな い，平

凡な， この世的な ものに思 えてきま した。 その女の人 には神 々しい

愛 らしさがあ り，同時にその愛 らしさは自然 の心 といった ものを感

じさせます。 露を含んだ花 が，つ やつ やと輝 く黒髪の後ろ にピンで

とめ られていて，バ ラ色 のほおをい っそ う引立てて います。 肩やあ

ごの線， 目の輝 きなど，すべて が彼女 の申 し分 のな さを誇 らし く語

っています。 彼女 が立去 る時の動作 の しなや かさ，優雅 さは まるで

女王のよ うです。

彼 女の姿 が見えな くな った時 ，私 はジ ョニー ・リンゴーの方をふ

り向 きま した。彼 はその女性 に対 する誇 りをあ りあ りと浮べた 目で

私を見ていま した。
「彼女に感 心 しているのです か」 と彼 は小声で言い ました。

「彼女は……彼 女はま った く素 晴 らしい。誰 なのですか ？」
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「私の妻 です」

私 はぽか んとして彼 を見つめま した。 これは私が まだ聞いていな

か ったしきた りか何かなので しょうか ？ ジョニー は八頭の牛でサ

リタと別 のもう一人を買 ったので しょうか。

私が質問 をす る前 に彼 はまた言いま した。

「あれがサ リタです」

「でもキニワタ出身の サ リタではないで しょう」 と私 は言 いま し

た。

「サ リタはただ一人 しかいません」彼は言葉 に特別 なお もおも し

さを感 じさせ るような調子で言いま した。 「たぶん，あなたはキニ

ワ タの人達が言 っていた ようなサ リタとは違 うと言 いたいので しょ
．

う」

「違 います とも」 サ リタを見た驚 きで私は気転 を利 かすのを忘 れ

て しまいました。 「彼女 は平凡で とにか く目立たない人 だ と聞いて

いま した。 キニワタ．の人達はあなたが サム ・カルーにだま され た と

言 って物笑 いに してます よ」

「あなたはサムが私 をだましたと思いますか ？ 八頭 の牛は多す

ぎた と思 います か ？」私 が頭を横 に振 ったので彼 の唇におだやかな

微笑が浮か びま した。 「間もな く春祭 りが来 ますか らサ リタをキニ

ワタへ連 れて行 こうと思 って います。彼女 はまた お父 さんや友達に

会 うことができます。彼 らも彼女 を見 ることがで きるわけですが，

その時に誰 か私達 をか らか う人 がいると思 いますか ？」

「ま さか。 で も彼 らが噂 していた彼女 と今 の彼女が どうして こん

なに違 って しま ったのか私 にはわか らないのですが」

「彼女がキニ ワタを去 ってか ら五 ケ月 たちますが， その間に彼女

を変えて しま うよ うな ことがた くさん起 こったのです よ。特 に彼女

が キニ ワタを去 った 日の出来 事が」

「つ まりあなた と結 婚 した とい うこと ？」

「そ うです。 しか し何よ りも結婚 の協定がその原 因なのです」

「協定 ？」

「あなたは こんな ことを老 えた ことはあ りませ んか ？」彼は老え

なが ら言葉を続けま した。

「自分の夫になる人 が父親 と会 って，彼女 を一番安 い値段で買 う

という協定を した ことを知 ったな ら，その女 の人 はどん なにみ じめ

な気持にな るだろ うか とい うことを。 そ して，その後で ，女 とい う

ものは そうい うものですが，夫が 自分 のためにい くら払 ったかを自

慢す るのです。 ある者は四頭 だ と言 い，また別の入 は六頭 だ ったと

言 うで しょう。一頭か二頭で売 られた女の人 はどんなふ うに感 じる

で しょ うか。私のサ リタにそんな思 いを させる ことはできなか った

のです」

「で はあなた は奥 さんを幸福にす る，それだけの ことに前例 のな

い程 た くさん の牛 を払 ったのですか ？」

「幸福 ？」彼 はその言葉の意味を確かめ るよ うに何度 もくり返 し

て いるよ うにみ えま した。

「私 はサ リタを幸福 に したか った。 そうです。 しか し，それ以上

の ことを望 んでいま した。

あなたは彼女 がキニワタの人達が知 ってい る彼女 とは違 っている

と言 いま したね。 それは本 当です。いろ いろな事柄が女の人を変え

ます。 心の中に起 こる ことも，外 に起 こることも。で も自分 自身を

どう考 えるか と言 うことが最 も大 き くその人を変えます。 キ ニワタ

にいた頃，サ リタは自分 が価値 のない者 だと思 いこんでい ました。

今では 自分が非常に価値 のある者 だ とい うことを知 ってい ます」

「それではあなたは……」

「私はサ リタと結 婚 したから た。私 はサ リタを愛 していた ……」

「しか し……」私はわか りかけて来 ま した。

「しか し」彼は静かに最 後の言葉 を言 いま した
。 「私 は八頭の牛

にあたいす る妻がほ しか ったのです。」

イエスの愛

救 い主 は私達一人一人の中に天父な る神 の息子 ，娘 となる可能性 を

見 てい らっ しゃい ますδ

救 い主 は私達 にこの機会を与えるために喜 んで犠牲 を払 って下 さ

いま した。

だれも自分 自身 の可能性を見 くび ってはいけません。 なぜな ら，

それは瞭罪 を始め として，数多 くの贈 り物を下 さったイエスの英知

と愛 を認識 できないとい う誤 ちをおかす ことにな るか らです。

私達 もまた，イエスが愛 した と同 じように， 自分 自身 と隣人を愛

する ことができます。

私 は ジョニー ・リンゴーの物語ゐ最後の一行を 自分流に変えたい

と思 います。 「私 は八頭 の牛 にあたいす る妻がほ しか った」 と言 う

かわ りに私 な ら 「サ リタに八頭 の牛 にあたいす る女牲にな ってほ し

か った」 と言 います。

私 に とって これは神聖 な愛 を意味 します。 この ことは，私が彼女

を，夫 としての自分 の要求 を満足 させ る者 と してのみ考 えるのでは

な くて，一人の女性 として，また天父 なる神 の子供 として，彼女の

要 求，才能 ，可能性 を同等に考 えている ことを意味 します。私が彼

女 をそのよ うに愛 するな ら，私 はもっと彼女 に霊感 を与え ることが

出来 るはずです。 このよ うに個人個人 が愛 し合 うな らば，今や おた

がいの生 活が結 び合 され，一人 ではで きな か った ことをも共 にや り

とげ られ るようにな ります。彼 らは励 ま し合 うことがで きます。助

け合 うこともで きます。

全人類に向 って救 い主 の愛 がいかなるものであるかをあ らわす こ

とによって，私達一人 一人の主に対 す る正 しい認識 を最 も良 く表現

で きるのです。

（ジ ョニー ・，リ ンゴー の 物 語 は １９６５年 に フ ォー セ ッ ト出版 社 が版 権

を取 得 し， ウー マ ンズ ・デ ー ・マガ ジ ンの 許可 を得 て こ こに再 録 し

ま した）
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マ ッ ク ス Ｂ． エ リオ ッ ト

ウスイース ト・インディアン伝道部でのある暑い夏のサ

日のこと，若い２人の宣教師が小型 トラックに乗 り込 ｇ

んで，美 しいアリゾナ砂漠を渡 り始めた。

彼 らは主の御業を果たしていることに生 き生 きとした喜び

を感 じていた。谷を越えた彼 らは，小さなっむ じ風がよもぎ

の上にごみの煙突をっくるさまを見た。路傍でナバホ族の若

い娘が羊の群れの番をしていた。彼女はあざやかな青色のビ

ロー ドのブラウスとくるぶしまで届 く色彩豊かな長いスカー

トを身につけていた。宣教師たちは民の上品さに強い印象を

受けた。

頼 りの小型 トラックに乗って彼 らはすぐに最初のホーガン

ー 扉 と小窓が １っずっある大きな土の山のようにみえるイ

ンディアンの家一 にむかった。遠 くからホーガンと地面と

を見分けるのは困難である。そのホーガンの方へ歩いて行 く

と，長老たちは日よけの木にっながれている二頭の馬 と１台

の荷馬車を見っけた。彼 らはまた 「チャーオー」という，柳
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モル モ ン経 の歴 史 とイ ンデ ィア ンの 伝説 は 一致 して い る。

の日よけのある家の中で誰かが美 しい敷物を織 っているのに

気づいた：。

宣教師たちが小さな家の小さな戸をたた くと，ナバホ語で

入るようにと言われた。この素晴 らしいナバホの人たちの間

で二年間働いてきた先輩の長老は，訪問 して断わられた経験

が今までにただの二回しかなかった。

長老たちがそのホーガンに入っていくと， 「ハ ・タアティ
ー」あるいはナバホ語で 「詠唱者」もしくは 「歌い手」 と呼

ばれ，臼人の間では 「まじない師」というあだ名のっいてい

る精神面での指導者と目されるナバホの老人が彼 らを歓迎 し

た。彼は親切で，長老の話を共に聞 くようにと家族を呼び集

めてくれた。宣教師たちに上座を与え，家族の者は全員ホー

ガンの中に丸 くすわった。この上座は美 しい手織 り毛布でお

おわれ，地面に作 られた席よりもわずかに高 くなっていた。

その家族は宣教師がモルモン経の話をするのを静かに黒い目

を輝かせなが ら待っていた。

家庭集会はいつもの通 り讃美歌で始まり，若い宣教師が祈

りを捧げた。それから先輩の宣教師は，モルモン経の話をす

るために準備 した絵を皮かばんか ら取 り出 した。その宣教師

は，ハ ・タアティーのように年を取ったす ぐれた知恵の持ち

主に教えるにはあまりにも若すぎるため，緊張 したおももち

であった。その若い宣教師ははるか昔，アメリカに家族を連

れて移 って来たリーハイについてナバホ語で話 し，また天の

御父や地球創造ゆ ことを教えるすばらしい数々の記録にっい

て話した。長老は，モルモン経には旧約聖書に見出されると

同じ記録が含まれていることを彼 らに説明 した。また，彼 ら

ナバホの先祖は神の御子イエス ・キリストを知 っており，そ

の上イエスがお生れになったときに３日間昼が続いたという

１っのしるしがあったことを彼らに話 した。

キリス トが十字架にかけられたときもしるしが人々に与え

られた：。 ３日間の暗黒と大きな破壊があり，地の全面が変わ

った。後に，よみがえられたこの同じイエス ・キリス トはア

メ リカの地の先祖を訪問なさり，彼らにいかに生 きるかをお

教えになったのである。イエス ・キ リス トは民の間にキリス

トの真の教会を組織なさった。

こうした後，イエス ・キリス トは立ち去 られたが，再び地

球に来 ると民に約束をされた。若い宣教師は幾年の後，民は

教えを忘れ，大変よこしまになったと説明を続けた。多 くの

戦争があり，とうとうニーファイ人はレーマン人に打ち破 ら

れて，現在のイラディアンはこれらレーマン人の子孫である

ことを話 した。

宣教師たちはジ ョセフ ・スミスのことをインディアンに話

し， どのようにしてイエスと父なる神が現われたもうたかを

語 り，イエスが真の教会は地上にな く，教会を再び回復する

ためにジ ョセブ ・スミスを選んだと言われたことを話 した。

宣教師は， これらのことが真実であることを知っており，モ

ルモン経は真実の記録であって真の教会，末 日聖徒イエス ・

キリス ト教会は地上にもう一度回復されたのであるというこ

とを証 した。

モルモン経の話をしている時，インデ ィアンの家族は熱心

に聞き入った。指導者の老人は特に興味を持ち，絶えず うな

ずいていた。宣教師が話 し終えたとき，その指導者は興奮 し

て 「ヒヒ ベーホジン エル ヒヒバネ」 と言った。それは

「私たちも知っています。それらのことは私たちの歴史と同

じです」という意味の言葉である。

ナバホ語で続けて，彼らの話が真実であり，それが少 しば

か りの違いこそあれ，本質的１こは民の間に代々伝えられた彼

らの歴史物語一 ナバホの歴史一 と同じであるとその指導

者は宣教師に告げた。彼 らの父祖はそれを金版や金属版上に

記録 したのである。しかしナバホの歴史物語は種族にとって

非常に神聖であるたあ，彼 らに多 くを語ってもらうのは困難

であった。彼らが宣教師に語ったいくつかの話は，創造，洪

水，山上の雲，槍か大 きな剣を持った １人の男 （ある人は彼

が白人であったという）に導かれたよろいを着た民 との戦争

や論争についてである。ディネ ナアキッサアドォア ヌダ

カイ （１２弟子）の話はまったく同 じである一 １２人の人たち

が私たちの天父のことを話すために民の間に出て行った。こ

れら１２弟子の名について年老いたナバホ人に尋ねたとき，彼

らの名は伝統的に大変神聖であり，冬期にのみ語 られたので

あると教えちれた。 り

宣教師たちはインディアンの伝説のあるものを聞いて微笑

をもらした。 というのは，多 くの間違 った教義や作 り話がそ

、れらの内に入りこんで，話がゆがめられていたからである。

若い宣教師たちにとって何と感激的な経験であろうか。彼

らは老いたナバホ人の語ることを聞いたときに，非常に豊か

に主のみたまを感 じた。そして彼が自分の民の歴史すなわち

インディアンの伝説を語 り，いかにインディアンの話がモル

モン経中の話と 「手を携えて」歩むかを語ったときに，数時

間はまるで数分のように経過 した。誠にそれは 「亡霊の声の

ように地から出る」声である。 （イザヤ ２９：４）
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そ れ に よ っ て か れ ら は 自 分 ら の

先 祖 の こ と を 知 り， ま た そ の 先

祖 が イ エ ス ・ キ リ ス トの こ と を

よ く 知 っ て い た こ と も 知 る よ う

に な る 。

宣教師たちはホーガンを出て，ほこりの劉 ・小道を小型 ト

ラックのところまで下って行 くとき， まだ主の 「みたま」を

まわりに感 じていた。そ して互いにこれら選民の間で働 くこ

とはすばらしい機会であると話しあった。予言者に約束され

たように，いつかはインディアンの民が偉大な国の指導者と

して正当な地位を得るであろうということを彼 らは知ったの

である。

「そしてイエス ・キリス トの福音がかれらの中に宣べ伝え

られるか ら，それによってかれらは自分 らの先祖のことを知

りまたその先祖がイエス ・キ リス トのことをよく知っていた

ことも知るようになる。

そこで，かれ らはこれが全 く神から与えられた恩恵である

のを知って喜び，心の暗が次第に消えてまだ多くの代がたた

ない中に皮膚の色が白くて喜ばしい民になる。」（皿ニーファ

イ ３０：５～ ６）

教 育 は 人 を 助 け る

教 育 こ そ す べ て で あ る

世界建設資材

誰でも歓迎

●
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レッス ンの前 に

な り捜 す手 間 のかか るこ とか も知 れ ませ ん がか

あな たは これをす る ことが で きます し楽 しい

ことで し ょう。同一 寸法 の ２枚 の絵一 １枚 は世界

地図 で， も う １枚 は子供 か若 人の グル ープの絵一

を用 意 して下 さい。絵 の裏 面 同志 を貼 り合 せ （ゴム

糊を 使 って ）乾 か します。 そ して簡単 な はめ絵遊 び

の よ うに切 って下 さい。厚 い紙 か ボール紙 が ２枚 必

要 にな ります。 １枚 の上 では め絵 を し， もう １枚 は

絵 を ひ っ くり返 す と きに ば らば らにな らない よ うに

お お うた めの もので す。 （前 も って一 度や って み る

な らば， もっとよい レ ッス ンが で きるで しょ う）

蹴



レッス ン

生 徒 たちを １つ のテ ーブル の周囲 に集 めて， グル

ープ の人 の絵 を組合 わせ るよ うに頼 みな さい
。 １枚

の厚紙 の上 に集 め るよ うに します。彼 らは裏 面 が地

図 で あ るとわか るで し ょう。 しか しそれが何 で あ る

か を教 えて はい けませ ん。絵 を組 み終 えた ら， 注意

深 くそれを ひ っ く り返 して， 世界地 図 を見 せ ます。

（前 に練 習 しなか った人 は， して いた らよか った と

きっ と思 うで しょ う）

生 徒 た ちと一 緒 に次 の ことを考 えて下 さい。

１． 若 い人 々は世 の中 とど うい う関係 が あ ります

か ？

２． 若 者 を立派 に育 て な さい。 そ うすれ ば世 の中

は万事 よ くな るで あ ろ う。 とい うとき，私 た ち

は何 を考 えて い るのです か。

３∴ ．世 の 中を皆 に と って よ りよい場所 にす る助 け

と して， 私 た ち １人 １人 は何 をす る ことがで き

ますか 。

レ イ お よ び ジ ャ ネ ッ ト ・バ ル ム フ ォ ー ス

今 月 の 前 奏 曲

》

き

Ｄａｒｗｉｎ Ｋ．Ｗ ｏｌｆｏｒｄ

） ｒ

Ｊ Ｊ

６月 の 聖 句

大人日曜学校

また真理 を 知 るであ ろ う。 そ して真 理 は， あな

た が たに 自由を得 させ るで あろ う。

（ヨ ハ ネ ８ ：３２）

子供 日曜学校

神は 自分のかた ちに人を創造 された。

（創 世 １ ：２７）
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系図探究の新方式

ジ ャ イ ア ン ト （ＧＩＡＮＴ）

方式 につ いて

１９６８年１０月，教会の半期総大会の際神殿の儀式のために，

従来よりも改善された名前を提出する方式が紹介された。ζ二

の新方式はジャイアント （Ｇ ＩＡＮＴ）方式と呼ばれ，Ｇｅｎ

ｅｏｌｏｇｉｃａｌＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎａｎｄＮａｍｅＴａｂｕｌａｔｉｏｎ の頭文字を

とったのであるが，さまざまの反響を呼び，またいくっかの

疑問を投げかけたようである。ある人たちは， もう会員は系

図探究などす る必要がないのではないかと質問して来た。こ

の人たちは，系図協会が系図探究に必要な仕事を全部 してく

れ， 自分達は死者の名前が資料として作成 されるのを待って

いて，作成 されたら，その時神殿へ行って儀式を受ければ事

足 りると思っているようである。

しか し，これは誤解である。ジャイアント方式が採用 され、

るにあた り，教会の教義はなんら変更されず，単に手続きの

変更があっただけである。すなわち，より早 く神殿の儀式に

名前を提出できるように手続 きを簡易化 したのである。系図

探究は今まで通 り，会員ρ手で続けて行かなくてはならない

し，資料として作成 した名前は，会員が家族 としてまとめな

ければならない。ジャイアント方式により，今までよりも資

料作成が容易になりはしたが，決 して会員の，先祖や親戚の

死者を探究する責任がなくなったわけではない。

教義によれば，末 日聖徒はすべて自分の先祖や親戚の死者

を探究 し，その人達のために神殿での儀式が済んだかどうか

を確かめる義務があると教えられている。これにより， この

地上にかって生存していて，証明できる家族はすべて，救い

にあつかる身代 りの儀式を受けることができるのである。

ジャイアント方式は聖徒達からこの責任をなく．して しまう

ものではない。系図協会は記録作成プログラムの範囲内で，

教会の記録あるいはその他の記録から個人の名前をひろい出

すような援助はできる。けれども， この作業は，私達がしな

くてはならない偉大な業のほんの始まりにすぎない。ジャイ

アント方式たより，新たに採用された個人記入フォームによ

って，教会員はこの系図協会資料作成 プログラムに援助でき

るようになった。この死者のための神殿儀式は，義しい生活

を して資格を備えた者が行なわなければならない。また，個

人の名前を家族の記録に記載する仕事は，聖徒たちが自分で

行なわなければならない。全提出名が証明され，儀式が行な

われたかどうかを確かめるには，この方法 しかない。

系図探究に必要な情報をジャイアント方式による資料に期

待することはできない。聖徒たちが自分で探 して，家族とし

ての記録を作成 しなければならない。これは地上の家族と天

にいる家族 とが結び固められるためには欠 くことのできない

ものである。

全世界の聖徒達は，引き続いて系図探究の仕事に励み，子

供達に血縁者のうちで死者のために行 う仕事の重要性を教え

２９４
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るよう望まれている。新方式によれば， この仕事をもっと効

果的に行なえることであろう。

生者 と死者の救いの教義の根底にある大原則は，死んだ父

親 と残された子供との鎖をっなぐ際の，親 と子（先祖と子孫）

の相互依存関係である。神の御計画によれば，子供だけでも

親だけでも完全にはなり得ないのである。血縁の死者に代っ

て行なわれるバプテスマ，昇栄に必要な儀式を通じてはじめ

て必要な関係が保たれる。 ’

ジャイアン ト方式により，この仕事の迅速化をはかること

ができるであろう。この方式では，ある死者の記録ができ上

ると，家族の記録が完全にでき上って，家族としての儀式を

神殿で執 り行うために記録が提出されるのを待っていなくと

も，個人の記録が作成 された時点でその人のための儀式を行

なうことができる。もちろん， このようにして儀式を受けた

死者 も，家族の記録の中に入れられ，家族の記録を完全にす

るための努力は引き続いて行なわれなければならない。

手続 きが変っても，教義には変更があるわけではない。生

ける神の予言者によって啓示された通 りである。神権指導者

は，自分が管理 している定員会の会員がこの系図の仕事を強

力におし進めるように， 自分に与えられた責任の霊的なたま

も のと，権能とをよ く知 る必要がある。ステーキ部長，神権

系図ア ドバイザーの高等評議員，監督，大祭司グループリー

ダーは，より強力に， また確信に満ちて，死者の救いに関す

る教義を説かなければな らない。

神の王国は急速な勢いで大きくなっており， しか も， しな

ければならない仕事は山積 している。死者の救いに関する仕

事は救い主の再降臨のために世を備える業である。人の子の

再降臨の前に， この救いの業を完全なものにするため，あら

ゆる手段を講 じなければならない。ジャイアント方式の採用

は，死者の儀式に必要な記録の提出方法の簡素化を目的 とし

たものであって， このようにすることによって教会のすべて

の会員が，イエス ・キリス トによってなされる全人類のあが

ないと救いの業に手助けができるのである。

福音はもし，人が進んでイエス ・キリス トを救い主として

受け入れるなら，また従順であるなら，単に救われるだけで

なく昇栄への道を歩むことができると教えている。今， この

世に生を受けている聖徒は，神のこの偉大な計画を推 し進め

る協力者なのである。

【注】太平洋地域の記録提出者は 「記録提出の手引」（未刊）に挙げ
てある例外に充分注意しなければならない。ポリネシアおよび

東洋の人々に関するすべての記録はさらに指示があるまで現在
のファミリー・グループ・シートにより提出されるべきである。
ジャイアント方式 （新しい記録提出方法）に関する指示は，ヨ
ーロッパ人の先祖の名前を 「個人記入フォーム」で提出する際

には，太平洋地域においても用いられる。
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は だ か の 王 さ ま
ハ ン ス ・ク リ ス チ ャ ン ・ア ン デ ル セ ン

む書雛灘蒲 鱗糠勲 ぽ骸
は ，兵 隊 た ちの こ とを か ま わ な けれ ば， げ きを見 る の も， 公

園 で ドライ ブを す るの も好 きで は あ りませ ん で した 。 自分 の ．

新 しい 洋服 を 見 せ び らか す こ とだ けが 大 好 きで した 。 毎 日，

一 時 間 に一 度 ぐらい つ つ 洋服 を と りか えて い ま し た 。 ふ っ

う， お 付 きの人 が王 様 の こと を 「た だ今 ， か い ぎ に しゅつ せ

き して お られ ま ず」 と言 うよ うな とき に， こ こで は 「王様 は

洋服 を きが え て い らっ しゃ い ます 」 と言 い ま した 。

王 様 の住 ん で い る町 は とて も大 き くて に ぎや か な 町 で し

た。 町 に は， た くさ んの 人 が 毎 日や って き ま した 。 あ る 日の

こと， 二 人 の見 知 ら ぬ人 が や って きま した 。二 人 は は た お り

屋 の ふ りを して い ま した。 そ して 想 像 もで きな い よ うな す ば

ら しい布 の織 り方 を 知 って い る とい い ま した。 色 や 型 が た い

そ う美 しい ばか りで な く， 身 分 が ふ さわ し くな い人 ， 入 に相

手 に され な い よ う なバ カ な人 の 目 には 見 え な くな っ て しま う

とい うふ しぎ な性 質 が あ る と言 い ま した。

「さ ぞか しす ば ら しい 洋 服 だ ろ う
。 も しわ た しが 着 れ ば，

部 下 の 中 で誰 が 身 分 にあ わ な い位 にっ い て い るか を 見 つ け出

す こ とが で き る。 ば か な 者 と り こ うな者 との 区 別 が で き るわ

け だ。 そ うだ， そ う ゆ う洋 服 な ら， わ た しの た め に今 す ぐに

で も作 らせ な けれ ば な らぬ 」 と王 様 は 考 え ま した 。

王 様 は二 人 の は た お り屋 に， 前 も って た くさん の お金 を与

え て， た だ ち に仕 事 にか か る よ う にい い ま した 。 間 もな く二

人 は二 っ の は た お り機 で 働 ら いて い るふ りを しま した。 で も

本 当 は，は た お り機 に何 もか け て い なか っ た の です 。二人 は じ

ょう と うの絹 と金 とをっ ぎか らつ ぎへ と持 って 来 る よ う に言

い ま した。 で も二 人 は全 部 それ らを 自分達 のふ と ころ に しま

い こん で しま い ま した。 二 入 は何 もか か って い な い は た お り

機 の と ころ で，夜 お そ くま で は た お りの ま ね を して い ま した 。

「さて
， 洋服 が ど の く らい まで で き あが った か 知 りた い も

の だ」 と王 様 は思 い ま した。 けれ ど も王 様 は， 部 下 の 中 で バ

カな者 は それ を 見 る こ とが で き な い と い うこ とを 考 え た と

き，本 当 は ち ょっ といや な気 が しま した 。 自分 に と って お そ

ろ しい もの は何 もな い と信 じてい ま したが ，様 子 を 見 るた め

κ ， ま ず誰 か他 の．者 を使 い に 出 した い と思 い ま した 。 町 の 人

達 は皆 ， うわ さ の洋 服 が ， ど の よ う な特 別 な力 を持 って い る

か を知 っ て い ま した。 そ して 自分 の近 所 の 人 が どの くらい バ

カか を知 りた い と思 って い ま した 。

「し ょ う‘じ きな老 大 臣 を お りも の屋 に使 わ して み よ う， 彼

な らそ の洋 服 が ど ん な風 か 良 く教 えて くれ るだ ろ う」 と王様

は思 い ま した。 彼 はか しこ くて ， 部 下 の 中 で 彼 ほ どの者 は い

ま せ ん で したσ ら

りっ ぱ な老 大 臣 は部 屋 へ 入 って 行 き ま した。 二人 の は た お

り屋 が 糸 もか け て い な い は た お り機 の と こ ろで はた らい て い

るふ りを して い ま した。

老 大 臣 は 「お や おや っ ／」 と思 って 目を 大 き くひ らい て み

ま した。 何 も見 え な いで は あ りま せ ん か 。 しか し， 大 臣 は大

きな声 で は言 い ませ ん で した 。

二 人 の ニ セ は た お り屋 は， も っ と近 くに くるよ う にい い ま

た。 そ して 「型 と い い， 色 と いい ， 美 し しい と思 い ま せ ん

か 」 とたず ね ま した。 そ れ か ら二 人 は 何 もな い は た お り機 を

ゆ び さ しま した。 か わ い そ う に， 老 大 臣 は 目を ます ます 大 き

くあ け て み ま したが ， 何 も見 え ませ ん で した。 実 さい 見 え る
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もの なん て 何 もな か った の です か ら。

何 と い うこ とだ ろ う 。わ た しはそ れ ほ どバ カな の だ ろ うか 。

そん な こ とは 思 って もみ な か った し誰 も知 らな い はず だ 。 わ

た しの身 分 は ふ さわ し くな い の だ ろ うか 。 い いや どん な こ と

が あ って も布 が 見 え な か った な ど とは言 うま い。

「さ あ
， 何 か お っ しゃ る こ とは ご ざ い ませ んか 」 と はた お

り屋 の一 人 が たず ね ま した 。 「これ はす ば ら しい ／」 と老 大

臣 は めが ね こ しに のぞ き込 み な が ら言 い ま した。 「な ん とす

ば ら しい型 と色 だ ろ う ／王 様 に も大 変 け っ こ うだ とお伝 え し

ょ っ」 と言 い ま した。

「とて も うれ しい です
」 と二 人 は 言 って ，二 人 は色 に名 前

を つ け， へ ん て こ な型 の説 明 を く り返 しま した。 老 大 臣 は王

様 の と ころへ も ど った時 に同 じこ と を く り返 して言 え るよ う

に， よ く聞 い て い ま した。 そ して， 帰 って か ら玉 様 に そ の こ

とを 伝 え ま した。

さて ， は た お り屋 は仕 立 て代 と して もっ と た くさん の お 金

と絹 と金 が い る とい い ま した。 二 人 は何 もか も自分 達 の ふ と

こ ろ に しま い こん で い た の で， は た お り機 に は一 本 の糸 もか

か って い ませ ん で した 。 二 人 は前 と同 じよ うに何 もか か って

い な い は た お り機 の と こ ろで は た ら く まね を して い ま した。

王 様 は 間 もな く， 布 が もうす ぐで き るか ど うか を見 る た め

に， も う一 人 の部 下 を 使 い に出 し ま した。 彼 が い く ら 目を こ

ら して見 て も， は た お り機 の ほか は 何 もな か った の で， 何 も

見 え ま せ ん で した。

「す て きな布 地 で し ょ う」 と はた お り屋 は 本 当 は何 もな い

の に， ほ ん と うに あ るよ うに指 さ して ， す ば ら しい型 の説 明

を しま した 。
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「わ た しは 自分 が バ カ で な い こ とは わ か って い る」 と部 下

は 思 い ま した。 「わ た しの仕 事 が ふ さわ し くな い か ら見 え な

い に ちが い な い。 で も この こ と を誰 に も しらせ て は な ら な

い 」 で す か ら， 彼 は 見 え も しな い布 を ほ め， 王様 に は 「ま っ

た くす ば ら しい で す」 と伝 え ま した。

町 の 人 は 皆 ， そ の こ うか な布 の うわ さ を して い ま した。 王

様 は， まだ は た お り機 に そ の布 がか か って い る う ち に， 自分

の 目で 見 た い ， と思 うよ うに な りま した。 王 様 は ， そ こに 行

っ た こ との あ る部 下 もお と も とい っ し ょに二 人 の ず る いは た

お り屋 の と こ ろへ 行 きま した。 二 人 は布 も糸 も使 わ ず に一生

け ん め い に織 って い ま した 。

ピ立 派 で ご ざ い ま しょ う」 と， ま え に そ こに来 た部 下 が 言

い ま した。 「あ な た様 の お 力 を して な ら， ど ん な に素 晴 ら し

い型 と色 で あ るか が おわ か りに な れ ます こ とで し ょ う」 それ

か ら二 人 は何 もか か って い な い は た お り機 を指 さ しま した。

そ う した の は， き っ と他 の 人 に もそ の布 地 が 見 え る だ ろ う，

と思 っ たか らで した 。

「これ は ど う した こ とだ 」 と王 様 は 首 を か しげ ま した。 何

も見 え な い 。ひ どい ！わ た しは バ カな の だ ろ うか 。わ た しは王

と して ふ さ わ しい人 間で は な いの だ ろ うか 。 も しそ うだ と し

た ら，わ た しに と って そ れ ほ どひ どい こ とは ま た と あ る まい ，

実 に美 しい 「気 に入 った 。」 と王 様 は大 きな 声 で 言 い ま した。

そ う言 って か ら王 様 は何 も見 え な い とは 言 え な い の で， た
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だ 満 足 そ うに うなつ いて 何 もか か って い な い はた お り機 を 見

つ め て い ま した。

王 様 の部 下 た ち は， 目を 見 開 い て 見 て み ま した が ， や は り

何 も見 え ませ ん で した。 しか し， 王 様 と 同 じよ うに 「本 当 に

お美 しい」 と言 って ， も うす ぐは じま る行 列 の と きに最 初 に

そ の立 派 な着 物 を お召 しに な るよ うに と提 案 しま した。

「素 晴 ら しい／ 」 口 々に そ う言 っ て， 部 下 た ちは 皆 驚 くほ

ど に うれ しそ うで した 。王 様 は， は た お り屋 の 二 人 に， 「は

た お りの 騎士 」 と書 か れ た大 き な メ ダル を 渡 しま した 。

行 列 の 行 な わ れ る予 定 の 日の前 の 晩 ， は た お り屋 は， ず っ

と起 きて い て， 少 くと も１６本 以 上 の ろ うそ くの 火 を と も して

い ま した 。人 々に は， 二 人 が王 様 の新 しい服 を 作 るの に一 生

け ん め い働 い た とい うこ とが よ くわ か りま した 。悪 が しこい

は た お り屋 は， は た お り機 か ら布 を お ろ す ま ね を しま した。

二 人 は， 大 きな は さ み でそ れ を 切 る まね を しま した。 糸 を使

わ ず に針 で ぬ うま ね を し， と う と う， 「さあ， 洋服 が で き あ

が りま した 。」 と言 い ま した 。

王 様 は高 貴 な騎 士 た ち と一 緒 に 来 ま した。 二 人 の はた お り

屋 は， ま るで 何 か を持 って い るか の よ うに片 方 の うでを 持 ち

上 げ， 「ご らん下 さい 。 これ が ズ ボ ンで す。 これ が 上 着 で

す 。 これ が マ ン トで す ／ くもの糸 の よ うに軽 い ので す 。 何 も

着 て い な い よ うな 気 が い た しま す が， そ こ が こ の洋 服 の 良 い

とこ ろ な ので す 」 と言 い ま した 。

「さよ うで
」 と騎 士 た ち も口 を そ ろえ て 言 い ま し 嘱

葺

／

王様が洋服をぬぐと，はたおり屋たち１噺 しい洋 ぬ

服を っ一っ琳 躇 せるふりをしました・二人は が

王様の胴をっかみました，それは何かをしめている １

た。 け れ ど も， 本 当 は何 もなか った ので ， 何 も見 え

ませ ん で した。

「皇 帝 陛下
， お召 物 を と って い た だ け ま した ら，

わ た く した ち が， 新 調 いた しま した 洋 服 を この大 き

な鏡 の前 で着 せて さ しあ げ ます 」 と二 入 の は た お り

屋 は言 い ま した。
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よ うに 見 え ま した 。 す そ の長 い 服 を 着 て， 王 様 は鏡 の前 で何

回 も回 って み ま した。

「な ん て素 晴 ら しい のだ ろ う
。 な ん て お に あ い な ん で し ょ

う。」 と皆 が 口 々 に言 い ま した。 「な ん て素 適 な型 なん で し ょ

う。 色 もいい し， 立 派 だ ／」 とほ め た た え ま した。

「さ あ
， で きた。 わ た しに ピ ッタ リで は ない か ね 」 と王 様

は言 い ま した。 そ れ か ら， 自分 の新 調 の素 晴 ら しい 洋 服 が ，

よ く見 え る よ うな ふ りを して鏡 の前 で 回 って み ま した 。 す そ

を持 っ 役 の侍 じゅ うた ちは， ま るで マ ン トを ひ ろい 上 げ る よ

うな格 好 を して床 の上 で手 さ ぐ りを しま した。 それ か ら何 か

を持 ち上 げ る よ うな よ うす を しま した。 誰 に も自分 た ちが 何

も見 え ない な ど とは思 わ せ ませ ん で した。

王 様 の 行 列 を は じめ， 通 りに い る人 た ち は 口 々 に 「ほ ら，

み て ご らん。 王 様 の新 調 され た洋 服 はな ん て 素 晴 ら レい の か

しら／ マ ン トの もす そ は な んて きれ い なん だ ろ う／ な ん とお

にあ い な ん で し ょ う」 と言 い ま した。

誰 一人 と して 自分 が 何 も見 え な い こ とを 知 らせ よ う とは し

ま せ ん で した。 も しそ ん な こ とを した ら， 自分 が そ の身 分 に

合 わ な い とか ， さ もな けれ ば ， バ カだ とい う こ とを表 わす こ

とに な って しま うと思 って いた か らで す 。

「で も
， 王 様 は何 も着 て い ら っ し ゃ らな い よ」 と う と う小

さな子 が言 い出 しま した 。 「王様 は何 も着 て い らっ しゃ らな

い」 とみ ん な もあ わ て て 言 い ま した。 そ して王 様 は そ の人 達

の 言 って い る こ とが正 しい と思 って ， 身 ぶ るい

を しま した。 けれ ど も王 様 は心 の中 で， 行 列 だ

㍉ け はす ま せ な けれ ば な らな い， と老 え ま した 。
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や ま あ ら しの

ポ リー ち ゃん
マ ー ジ ョ リ ー ・ハ ミ ッ ト ・ ガ ー ド ナ ー 作

や勲螺 蓉遂鼠や娼謡 二；磐身４渦１
ん で い ま した が， だ れ もポ リー ち ゃん とお ど ろ うと は しま せ

ん で した。

「あ の ど うぶ っ さ ん た ち は
， わ た しの チ クチ クす る とげ が

こわ い ん だ わ， わ た し もあ な た の よ うにや わ らか な 毛 だ った

らい い の に な あ。 わ た しの と げ は とて もい た い の 。 だ か ら も

うパ ー テ ィー に な んか いか な いわ ！」 とポ リー ち ゃん は お と

もだ ち の リス の コ ロ ち ゃん にい い ま した 。
「で もいか な きゃ だ め だ よ

， ど うぶ っ た ちは み ん な い くん

だか ら。」と コ ロち ゃん は いい ま した 。 そ して， な に か か ん が

え てか ら，ふ さふ さ と した し っぽ を ふ りま した。 「わ か っ た ！

きみ の とげ を カール して ご らん よ。 そ う した らや わ らか くな

る さ ！」

「ど うや って と げ を カ ール す るの ？
」 とポ リー ち ゃ ん は き

き ま した 。 「にん げ ん さ まは， か み の け を ク リ ップ で ま くん

だ よ」 コ ロ ち ゃん は また しっぽ を ふ りま した 。 「ク リップ の

か わ りに ちい さな 木 のえ だ を つ か え ば い い よ。 おか の上 に い

い えだ が あ るん だ 。 さあ い っ し ょに い って， とっ て こ よ う」

とて もた か い おか で した 。 ポ リー ち ゃん は す と しの ぼ る ご

と に， い きを き ら しま した 。 あ ま りつか れ て しま っ た ので ，

ふ た りが ち ょう じ ょう にっ い た と き， ポ リー ち ゃ ん は， よ こ

にな って や す ま な け れ ば な りま せ ん で した。 ち ょう じ ょうか

ら ポ リー ちゃ ん は た に を み お ろ す こ とが で きま した。 お うち

まで の み ちが ず っ とつ づ い て， み ち を よ こぎ っ た と こ ろ に あ

る こお りの よ うに っ め た い い け もみ え ま した。

コ ロ ち ゃん が一 人 で な に もか も しな けれ ば な りませ ん で し

た。 そ して と う と う こ うい い ま した 。 「ク リッ プ にっ か う ち

い さな え だ が こん な に あ つ ま っ た よ。 つ ぎ は， きみ の とげ を

ぬ ら さな きゃ だ め だ」

ふ た りが お うち につ くとす ぐに， ポ リー ち ゃん は っ め た い

い け に は い りま した。 そ して， い そ いで い けか ら とび で ま し

た。 ポ リー ち ゃん は コ ロ ち ゃん にえ だ を わ た しま した。 「あ

な た が カー ル して くれ な くて は だ め よ。 わ た しは 自分 の して

い る こ とが 見 え ない し， そ れ にせ な か ま で と どか な い もの」

コ ロ ち ゃん が と げを 一 に ぎ りっ か む と， とた ん に 「い た い

っ け が しち ゃ うよ ／」 と悲 めい を あ げ ま した。 「わか って い

る わ」 と ポ リー ち ゃん は さび しそ うに い い ま した。 「きみ を

たす けて くれ る人 はみ っ か らな い よ。 カー ル す る ほ うほ うを

か ん が え な くて は 」 と コ ロ ちゃ ん が い い ま した。

「も う くた くた よ」 と ポ リー

ち ゃん は ぶ っぶ っ いい ま した 。
「わか

っ た弩／」 なん か い も し

っぽ をふ って か らコ ロ ち ゃん は

い い ま した。 「にん げ ん さ まは

に ん じん を たべ る と， か み の け

が カール され るっ て い っ て い・

る。 とげ だ って き っ と カ ール で

き る さ」 「に ん じん は き らい よ

。 で もたべ て み るわ 」 と ポ リー

ちゃ ん は い い ま した。

ポ リー ち ゃ ん は， あ さ も おひ

る もよ る も， それ に おや つ の と

き まで もに ん じん を た べ ま し

た。 １５に ちか ん もたべ つ づ け ま

した 。

まい あ さ， じぶ ん の とげ に さ わ って み ま した。’ま だ， まえ

と お な じよ う に， ま っす ぐで チ クチ ク しま した。 そ れ ど こ ろ

か ， １５に ち めの あ さに は， い ま ま で よ り もとが って い る よ う

にか ん じま した 。 「こん どの パ ー テ ィー は み っか あ と にせ ま

っ て い るわ 。 で も， わ た しい か な い わ」 と コ ロち ゃん に いい

ま した。
「に ん じんの カ ール って い うの は ど う ？」 とコ ロ ち ゃ んが

たず ね ま した。
「に ん じん の カ ール

って， そ れ な あ に ？」 「にん げん さ ま

が つ くる もの な ん だ。 に ん げ ん さま は， セ ロ リや にん じん を

こ お りみ ず のな か で カー ルす るん だ よ」 「わた 瞬 まにん じん

で もセ ロ リで も ない の よ ／ わ た しは で ぶ の み に くい あ ざ みで

しか な いん だ わ 」 と ポ リー ち ゃん は い い ま した。

コ ロ ち ゃん は ど こか へ か け て い って しま い ま した 。 ポ リー

ち ゃん は， パ ー テ ィー の あ さ ま で コロ ち ゃ ん に あ い ませ ん で

した。 そ の 日の あ さ， コ ロち ゃ ん はか み につ っ んだ もの を も

って きて そ れ を ポ リー ちゃ ん に わ た しま した。

で も ポ リーち ゃん は つ つ み を あ け ませ ん で した 。 コ ロ ち ゃ

ん は， に ん じん を も って きて あ げ た の です 。 ポ リー ち ゃん は

わ ら って い い の か， な い て い い のか わ か りませ ん で し た。
「おば か さん な コ ロ ち ゃん ね」 とい い ま した

。

コ ロ ち ゃん は い そ い で しご とを は じめた ので おへ ん じす る

ひ ま もあ りま せ ん で した。 まず は じめ に， にん じん のは っぱ

を と って， す て ま した。 つ ぎ に， とが った はで 黄 色 い と ころ

を き って， ぼ うを つ く りま した。 それ か ら， そ のぼ うを， こ

お りの よ う にっ め たい い け のな か に お と しま した。 しば ら く

して か ら， コ ロち ゃ ん は きれ い な きん い ろ の カ ール を た くさ

ん と りだ しま した。

ポ リー ち ゃん は お ど ろ い て な に もい え ませ ん で した。

「じ っ とた っ て」 とコ ロち ゃん はい う と
， ポ リー ち ゃん の

とげ に カール を つ け ま した。 そ して， ま もな くポ リー ち ゃん

の とげ はぜ んぶ カール で き ま した 。
「パ ー テ ィに い くわ ／

」 と ポ リー ち ゃん は うれ しそ うに い

い ま した。 パ ー テ ィーで ， ど うぶ つ さ ん た ち は， と げを カー

ル した ポ リー ち ゃん とお どろ う と， れ つ を つ くって じ ゅんば

ん を ま ち ま した。

コ ロ ち ゃん は，じぶ ん の ば んが まわ って きた と きに， 「も う

にん じん は た べ な くて す む ね。 た だ， それ を着 るだ けで カ ー

ル され て し ま うん だ か ら」 とい い ま した。 ポ リーち ゃん は に

こ に こ して言 い ま した。 「い ま まで は， す ぐつ か れ て しま っ

た の に， こん や は７７か い もお ど った け ど まだ ピ ン ピ ン して い

るわ。 これ もみ な食 べ た に ん じん の おか げ よ 。」

ポ リー ち ゃん が ζ うい っ た のは とて もよ い こ とで した。 な

ぜ って， パ ー テ ィー でみ んな が の まな けれ ば な らなか っ た も

の を 当 て て ご らん な さ い。

それ はね ， に ん じん の ジ ュ ース だ っ た ん です もの ！
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こ の 世 で な げ れ ば 永 遠 に

十 二使 徒評 議員

ノ、 ロ ノレ ド Ｂ． リ ＿

助協会中央管理会の要請によりこの原稿を書扶

くにあたって，私は，幾度 とな くお話 した ２

つの実話を引用 して始 めて行 きたいと思います。

その一，かつて献身的な信仰の厚い働 きを した宣

教師の葬儀の席で，私は最近帰還 した宣教師として

話 を しました。彼女は利己的なところがな く，献身

的で，大 きな功績を残 した教師であ り，正 しい原則を

説いていました。彼女は不治の伝染病で亡 くなりま

した。死が近づいた時，彼女は自分が死んでか ら行

なわれ る葬式のや り方 をこと細かに書 き記 し ま し

た。それで，葬式の出席者は全員，私 も含めて，彼

女の家族，愛 した人 々，親友など彼女の短かかった人

生 に深 くかかわりのある人 々が選ばれていま した。・

私は彼女が宣教師であ った時のことを思い出して

話を しま した。伝道に出発す る前，彼女はＢＹＵを

卒業後中学校の教師を していたのですが，祝福師は

彼女に特別な祝輻 を与えました。一つを除いて，馳特

別 な祝福はすべて実現 されていま した。その一つを

私 はとて も気に していました。私の考えでは，彼女

ほど， キ リス トを信 じている者 らしい生活を した人

はいないと思 っていたか らです。では， どうして そ

の約束が果されなかったので しょうか。祝福師を通

して与え られた主の祝福は，彼女が イスラエルの母

とな るであろ うとい う約束で した。彼女は結婚 しま

せんで した。ですか ら，現世では，母になる特権が

与 えられ重せんで した。私 は葬式で こ㊧話を してダ・

答えを得 られない この質問を 「なぜか」 と考えま し

た。

その二，精神が錯乱 した父親 と母親が，面接 を求

めて来 ました。痛む心を和 らげ，信仰を活気づけ る

ような光 と理解が得 られないで しょうか と言 って き

ました。軍か ら簡単な文の電報力｛来亡，息子が悲劇

的な死をとげたとい うめで した。彼 は伝道か ら帰 る

とす ぐに，兵役に召集 されま した。入隊す る前，彼
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も祝福師の祝福を受け，息子や娘を与え られるであ

ろうと約束 され ました。祝福師の言葉 は霊感 を受 け

ていたので しょうか。両親の知 る限 りでは，息子は

「主 に生 き」信仰が厚 くて
，約束 されたすべての祝

福を受ける資格があ るのに， どうしてこの約束は果

た されなか ったので しょうか。

先 ほど例にあげた私の話 に続 いて，前にステーキ

部長を していた祝福師が最後の話を しま した。彼は

聖典の随所に見 られる ２つのきわめて重大 な原則を

述 べました。「人 の生活」は，現世の誕生で始ま り，

現世の死 で終 るのではないとい う教義を 話 し ま し

た。祝福師が霊感 あふるる祝福を述べる時， その祝

福は現世 だけでな く，永遠にわたる生活に及ぶので

す。 「もしわ弛 したちが， この世の生活でキ リス ト

にあって単なる望みをいだいているだけ だ と す れ

ば，わた したちは，すべての人 の中で最 もあわれむ

べき存在 となる」 （１コ リン ト１５：１９） と使徒パ ウ

ロは書 いています。 このすば らしい真理を理解でき

ないために，私たちは 「あわれむべ き存在」 となっ

て，信仰を試 されることがあ ります。死を超越でき

る信仰を持ち，適切な時 に将来を見通 して，すべて

のことをもたらす神 の摂理に信頼すれば，私たちに

は望みが湧き悲 しみは うす らいで行 きます。アルマ

は次のように言 っています。 「信仰 とは完全に物事

を知 ることではない。 それであるから，あなたたち ．

に もし信仰があるときには， まだ見ていない本当の

ことを待ち望む」 （アルマ３２：２１）

祝福師の説 明によれば， この信仰の厚い姉妹は，

現世で子供を生む機会 は与え られなかっ た け れ ど

も，地上の神殿 と主の時に行なわれ る神聖な儀式 に

よ り，両者が合意すれば神の権能 によ りふ さわ しい

夫 と結び固められ，死を超えた子孫 を与 えられ ると

いう約束に従 って，永遠に続 く結婚生活の聖い結び

つ きが許 され るということで した。

ｒ望熱１ま批永遠⑱準歩 につながるものです。主 は人

々に啓示 して飼 この永遠の結婚 を し，終 りまで耐え

忍ぶ ものは， 「各 々その頭 に結び固め られたる如 く，

２９６

各 々最高の栄 に進むを得てあ らゆる事に光栄を受 く

べ し。 その光栄は最高完全の光栄に して，永久にそ

の子孫 の続 くことな り」 （教義 と聖約１３２：１９） と述

べ られています。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスはこの啓示の意味をさら

に明確に しています。 「この世 において，神権の力

と権能によりて結婚 し，聖霊を樵す ことな く耐え忍

ぶ者は， 日の光栄に進 み，子孫を与え られるであろ

う」 （教会歴史記録第 ５巻 Ｐ．３９１）

使徒ペテロが説明 しているように主 は復活された

後，霊界を訪 れ， 「彼 らは肉においては人間として

さば きを受けるが，霊 においては神に従 って生 きる・

ようになるたあ」（１ペ テロ４：６） に宣べ伝え られ

ま した。 これを簡単 に説明 します と，死んだ後霊界

に行 って， 自分 のために主 の宮で権威 ある者の手に

より行なわれた身代 りの儀式を受 け入れ る資格 ある

者 たちにとって， この儀式は現世にあって受けたと

同様有効であるということです。 もし，そ うでなけ

れば，主がペテロや時の絶頂の神権時代に王国の鍵
よ み

を与え られた者に話 されたように， 「黄泉」 の力は

イエス ・キ リス トの教会に打ち勝つ ことで しょう。

「主にあって死んだ」信仰厚 き人 々のために始め ら

れた この身代 りの儀式がなければ，主の蹟 いの犠牲

は前記の例 にあげた入 々や同 じような多 くの人 々に

とって何の意味もな くなるのです。

母になると約束 された 日を夢見た信仰厚い宣教師

の姉妹，子孫の繁栄を約束 された信仰厚い息子 の両

ｉ親をあなたがたはかわいそ うに思 うで しょうが，心

配には及びません。主の道 により，主 の時に，主 は

すべてを回復なさるのです。

私は， この前，信仰厚い姉妹で， まだ現世で女性

の最 も大 きな望みを果た していない多 くの人 々に手

紙を書いた ことがあ りました。多少変更 し ま した

が， その一部をご紹介 しましょう。

「何年 もの間，結婚の機会がなか ったあなたは，

現在 （現世で） 結婚の機会がな くとも， もし， 主

の家に行 く資格と準備を していて， この神聖な原則



（永遠 の結婚） に信 仰 を持 って い るな ら，主 は適 切

な時期 に報 いを与 えて下 さい ます。祝 福 が与 え られ

ない ことは あ りませ ん。結 婚 す ると祝 福 を受 け られ

な くな る恐れ の あ るよ うな， あなた にふ さわ し くな

い人 と結婚 す る必要 は あ りませ ん。 同 じよ うに，結

婚 す る前 に事故 や病気 や戦 争で年若 く して この世 を

去 った女性 も， 主 は あなた の気持 をご存 知で， 主 が ・

適 当 と考え られ る時期 に， 教会 で その 目的の ため に

始 め られた神 殿 の儀 式 を通 じて，．報 い を与 え て下 さ

るで しょ う」

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが示現 の中で， 両親 と兄

の アル ヴ ィ ンが 日の光 栄 に い るのを見 た話 を覚 えて

い ると思 い ます 。 ジ ョセ ブの兄 アル ヴ ィンは，教会

が組織 され る前， １８２４年 に この世 を去 りま した。 そ

れで三』彼 が ど うして 日の光栄 にい るのか不思 議 に思

い ま した。 そ の時， 主 の声 が あ りま した。 「この福

音 の知識 な く死 ぬ る子 も，世 に とどま りせ ば， 福音

を蔓絃入れ しならんあ らゆる著 砥，神の 日め主国を

継がん。……そは主なる我，人 々の働 きとその心 の

望むところにより．て，すべてを審かんがためなり」・

（教会歴史記録第豆巻Ｐ．３８０）

アル ヴィンに対 して， そ してあ らゆる人 々に対 し

て， この言葉は意味があ ります。神の王国での昇栄

にかかわる神の律法に全力を尽 して従 って下 さい。

主は， あなたがたの働 きと心 の望む ことにより審か

れ， その報いを必ず与え られます。

毎年の教会 の統計を見 ます と，男女の数はほとん

ど同 じです。 これには，大 きな意味があ ります。 こ

れは，単な る偶然の一致であって，科学的理論だけ

’で説 明できる事実で しょうか
。ぞれとも，すべての

若い男女の教会員が，現世あるいは来世で教会内の

伴侶を見つけ，永遠の結婚を して，完全な祝福の約

束を受けるとい う全知なる神の摂理 のゆえで しょう

カ㍉

ア ラ ス ガ に お け る 教 会

し， ア ンカ レッジに ４つ の ワー ド部， フ ェアバ ンク

スに １つ の ワー・ド部 （１９６７年 の大 洪 水以後 二 つの ワ

ー ド部 が合 併 しま した）
，パ ーマ ーに一 つ の ワ ー ド

部， チ ュギア ク， デル タ 」ジ ャニ クシ ョン， イール

ソ ン空軍 基地 に支 部が あ ります 。

伝道 部 の支 部 お よび会 員数 は次 の通 りです 。 ジ ュ

ノ ー４４９， ソル デ トナ ３５９， ケ チ カ ン ２７３， コデ ィア ．

ク１６７」・シ トカ１００， ホーマ ー９３， セ ワー ド４２， アネ

ッ ト島２４， ア ラス カ地方 部 の支 部 ３５８。 ア ラス カ地 ．・

’方 部 の支 部 には
， 離 れた地 域 の会員 お よび，交 通事

情か ら集会 に集 え ない会員 が います。 ア ンカ レヅジ

に住む ハ ロル ド Ｖ． ワルサ ー支 部長 は， 手紙 や ア

イス ・ブ レー カー．とい う新 聞を通 じて連 絡 して い ま

す 。

多 くの ワー ド部 や支 部 は建 物 を完成 し，また，現 在

募築中です。特にケチャンの礼拝堂は美 しいもめで
す貸大 きな住宅のように建て られています。 それは

支部ゐ状 き くなって，大 きな礼拝堂を建て る時に，

売 りやす聖 ように建てたのです。
．アンカレ

ッジの南，ケナイ半島は，沖合いに油田

（２８６ペ ー ジの つ づ き）

が発見 され大 いに発展 してい ます。 １９５８年 （州が認

め られ る １年前） ソル デ トナに最 初 の末 日聖徒 の 日

曜学校 が ３家族 で組織 され，ユ９６８年 ７月２１日ち ょ う

ど１０年 後 には，ｒ３００人 近 くの会員 が ソル デ トナ支 部

の新 しい礼 拝堂 に集 ま り，十 二使 徒 リグ ラン ド ・リ

チ ャーズ長老 の献 堂 の祈 りを聞 きま した。 そ して，

・ 成 長す るこの支部 の会 員 たち はす で に， 建築 の第二

期 計 画を 始 めてい ます。

コデ ィア クか ら・ケチ カ ン， ノー ムか らセワ ー ドに
』 住 む教会員

に出会 うと，近 代 の開拓者 とい った もの
’が感 じ られ ます

。天候 の急 変，昼 と夜 の極端 な時間

差 （夏 は昼 が一 日の うち２２時 間， 冬 は夜 が２２時間）

ひ どいみ ち の りに もかか わ らず， 聖 徒 た ちは神 の王

国 の建 設 のた め一 緒 に な って働 いてい ます。地 震 に

よ る荒廃 ， 高波， 洪 水 によ る損害 を受 けて も，修 繕

され，家 や礼 拝堂 が再 建 され て， 人 々の結 び つ きは

ます ます強 ま るので す。初 期 の開拓者 たちの意 気を

くじいた事柄 が， 今 日の ア ラス カに住 む人 々に連 帯

感 を与 え，教 会 とア ラス カの会員 に大 きな利 益 と力

を もた ら してい るのです 。
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管理監督

ジ ヨ ン Ｈ． バ ンデ ン バ ー グ

９

１９世紀の初期に近代史で最 も意義ある出来事が起こりました。一人の若者が

祈 りを捧げて神と話を しようとして，家を出て，農場からは見えない森へ曲り

くねった道を歩いて行きました。彼は教育 も受けておらず，普通の家の農場で

働 く一少年にすぎませんで したが，祈 りによって神に近づき，求めていたこと

が 「与えられる」 （ヤコブ１：５）と感 じていました。

その後 くりひろげられた出来事は，前の神権時代にあった神権の鍵 とともに

ノ 鴻ス ・キリス トの福音の回復をもたらしたのでした。

この若者，ジョセフ ・ス ミス ・ジユニアは，神め大いなる予言者の一人にな

りました。ジョセブとその使命にっいては次のように記されています。
「主の予言者にして聖見者なるジョセブ ・スミスは，ただイエス ・キリス ト

を除くのほか，この世に生を受けたる何人よりもζの世に於ける人類の救いに

尽 したり。僅々二十年の短月日に， モルモン経を世に出 してこれを神の賜物 と

力とによりて翻訳 し，東西両大陸にてこれを刊行する媒ちとなれ り。 また世界

の四極に至るまで，この書に載せたる完全なる福音を広め，人の子らのために

「教義と聖約」なる本書を構成する啓示と誠命並びに他に多 くの知慮ある文書

と教訓 とを世に出せ り。また，幾千の末日聖徒を集め一大都市を建設 して朽っ

る能わざる誉 と名声とを遺せ り。彼は神とその民の眼前に偉大なる生 涯 を 送

り，偉大なる死を遂げたり。而 して昔主の聖任 したまいし者 らのほとんどすべ

てが然あ りし如 く，彼の使命と事業とを 己が血を 以って 結び固めたり……」

（教義と聖約１３５：３）

ジョセブが森へ歩いて行ってか ら１５０年たった今日，末 日の主の予言者の働

きの実 りを見ることができます。

何千人という若者が，また教会全体が，回復されたイエス ・キリス トの純粋

で完全な福音の訪ずれを世の人々に述べ伝えています。

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会 と予言者ジョセフ ・ス ミスへの神の召の真実

性にっいて心から熱烈な祈りをして神に求ある世の人々，そしてジョセブ ・ス

ミスの後を継いだ人々は， ジョセフと同じように確かに神から答えを得 られる

でありましょう。 「 ド

世の人々のように，教会の若人であるあなたがたは，回復された福音の真実

性にっいて聖霊の証を得るように努力しなければなりません。証は自動的に与
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え られ る もの で は な く， 証 は 「飢 え 渇 く」 時 に与 え られ るの

で す 。 これ は， 受 動的 に欲 しい とい うの で は な ’く心 か ら得 た

い と望 む こ とを意 味 して い ます 。

教 会初 期 の十 二 使 徒 であ った パ ー レー ・Ｐ ・プ ラ ッ トは，

モル モ ン経 が真 実 で あ る こ とを心 か ら知 りたい と思 ６た こ と

を次 の よ うに書 い て い ま す。

「私 は
， 熱 心 にそ れ （モ ル モ ン経 ） を開 き， そ の扉 の頁 を

読 ん だ。 そ こ には， モ ル モ ン経 の発 見 と翻 訳 に 関 して幾 人 か

の証 人 の 証 が 載 って い た。 そ して ， 順 番 にそ の 内 容 を 読 ん

だ 。 食 事 を す るの が お っ く うに な り， 食欲 もわ かず ， 夜 に な

って も眠 れ ず眠 る こと よ り も読 む 方 を 選 び， ま さ に一 日中読

ん だ。

「私 が読 ん で い る 間
， 主 の 『み た ま』 が私 の上 に あ り， 自

分 が生 き て い る こ と を理 解 し， 知 って い る と同 じよ うに は っ

き り とこ の本 が 真 実 な もの で あ る こ とを知 った 。 い わ ば私 の

喜 び は頂 点 に達 し， 人生 で どん な悲 しみ， 犠 牲 ，苦 労 を払 っ

て も得 られ ない よ うな喜 び を受 け た」 （パ ー レ ー Ｐ． プ ラ

ッ トの 自叙 伝 Ｐ． ３７）

福 音 の 真 実性 の証 を本 当 に得 た い と思 う者 に とっ て， そ の

方 法 は は っ き り して い ます 。 最 初 に， 主 は私 た ち が勤 勉 に福

音 を勉 強 す るよ う求 めて お られ ます。 オ リバ ー ・カウ ドリへ

の話 の 中 で主 は勤 勉 に勉 強 す る こ との大 切 さ を 明確 に して お

られ ま す。 「見 よ， 汝 い まだ 悟 らず。 汝 は ひ たす らわ れ に願

い し時 は これ を与 え らる るな らん と思 え り」。

「され ど見 よ
， わ れ 汝 に告 ぐ， 汝心 の中 に よ く思 い 計 り，

そ の後 願 うこ と も し正 しか らば汝 願 わ ざるべ か らず …… …」

（教 義 と聖 約 ９ ：７～ ８）

主 が指 摘 して お られ るよ うに， 福 音 を絶 えず 勉 強 す る こ と

は， 証 を得 るた め に必要 欠 くこ との で き ない もの で す。 福 音

の勉 強 に よ り信 仰 を確 立 し， 証 を強 くす るの で す 。 使徒 パ ウ

ロ は， 信 仰 は 「事 実」 （ヘ ブ ル１１： １） に基 づ き， 勉 強 は事

実 を証 明 す る と言 って い ます 。

福 音 の勉 強 とあ わ せ て， 個 人 的 な証 を得 るの に 二 番 目 に大

切 な こ と嬬 福 音 に従 って 生 活 し， 戒 めを守 る こ とです 。 救

い 主 は この こ とに関 し， 次 の よ う に述 べ られ て い ます 。 「わ

牟 しの教 は わ た し自身 の 教 で は な く， わ た しを つか わ され た

か た の教 で あ る。 神 のみ こ こ ろを行 お う と思 う者 で あれ ば ，

だ れ で も， わ た しの 語 って い る この教 が神 か らの も のか ， そ

れ と も， わ た し自身 か ら出 た もの か， わか る で あ ろ う」 （ヨ

ハ ネ ７ ：１６～ １７）

ニ ー フ ァ イ人 の 予 言 者 アル マ は，１人 々 に チ ャ レ ン ジを与 え

た 時 ， 同 じよ うな こ とを言 っ て い ます 。 「しか し， あ な た た

ちが も し目を さま して ふ るい立 ち， そ の能 力 を つ く して少 し

な りと も信 じな が ら私 の言 葉 を実 際 にた め して み るな らば，

た とえ信 じよ う とす る望 み を起 こす だ けで もよ い。 しか し，

私 の言 葉 の一 部 分 で も受 け入 れ る ほ どの 信 仰 が で きる よ う１と

な るま で， この望 み を育 て て ゆ け」 （アル マ ３２：２７）

も し， 証 を受 け る準 備 を しよ う とす るな らば， 戒 あ に従 う

こ とが 前提 と な げます 。 この準 備 の大 切 さは， レ’一 マ ンと レ

ミュエルによくあらわされています。彼 らは，天使を見，そ

の話を聞きましたが，準備ができていなかったので，このすば

らしい経験も二人の人生に何の影響も及ぼ しませんでした。

証を得る第三番目の条件 として，予言者ジョセブと同じよ

うに，私たちは謙遜な祈 りによって天父に近ずかなければな

．りません。ジ ョセフ ・スミスが見出 し，何千という人々も確

信 しているように，次にあげる主の言葉は真実です。
「あなたがたのうち

，知恵に不足 している者があれば，そ

の人は， とがめもせずに惜 しみな くすべての人に与 え る神

に，願い求めるがよい。そうすれば，与えられるであろう」、

（ヤコブ １：５） ．

福音を絶えず勉強し，福音に教えられている原則に従って

生活をして，回復された福音が真実であることを確信できる

よう神に祈 り願い求めるならば，答えが与え られた時，それ

が主か ら来たものだということがはっきりわかるに違いあり

ません。

多 くの入は，証 とはなにか劇的な出来事とか心が大きく動

かされるような出来事があってこそ得 られるものだと思って

います。しかし，たいてい証は福音が真実だと感 じた時にも

てるものなのです。人に説明できないようなことか ら証を得

たとしても，それは真実です。主は 「汝にその正 しきを感ぜ

．しむ」 （教義と聖約 ９：８） という方法で祈 りの答えを与え

て下さると述べておられます。

この力と真実性について，ある時，主はオリバー ・カウド

リに次のように言われま した。 「誠にまことにわ れ 汝 に 告

ぐ，汝 もしこの上の証詞を得んと欲せば，これ らのことの真

理を悟 らんとして汝が心の中にわれに向いて呼びし夜のこと

を深 く思 うべ し。われ汝 にそのことに就きて心安かれと告げ

しにあらずや。汝，神よりの証詞より大いなる証詞をいずこ

に得るや」 （教義と聖約 ６：２２～２３）

教会の青年男女にとって，福音の証を得ることは，一番の

目的であるに違いありません。証ほどすば らしく大切な財産

はありません。デピド ０，マッケイ大管長は青年時代，心

から証が欲 しいと思った経験を次のように話 して い ます。

「私は若いころ，人が人生で得 られる最 も貴重なものは，こ

の業が神聖であるとの証であることに気づきました。私は証

を心か ら得たいと望んでいま した。証を得 ることができれば

その他のも⑱はすべて無意味に見えるだろうと思いました織

（インプルーブメン ト・エラ１９６２年９月 Ｐ．６２８＞

私は教会の若 い男女の皆さんが，少年ジョセフ ・スミスや

若きデビド」０ ・マッケイのように，イエス ・キリス トの福

音が真実であることの証を何よりも得たいと望み，その望み

を持ち続けて，ついには主が述べ られているように，証を得

ていただきたいと思います。

日常の生活で決断を迫 られる時，あなたに将来の見通 しと

目的を与えるものこそ福音に対する証なめです。証は，あな

たの神権め責任，教会での活動，家族との交わ り，男女交際

など，生活のあらゆる面でより大きな意味と目的をもた らし

ます。
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若人 のページ

世 の わず らい をはなれ て

ウ イ ラ ー ド ・ ミ ッ ト ・ ロ ム ニ ー

めてこの伝道部へやってきた頃，私はいろいろな伝道
初 の仕事に自分の時間をさいている宣教師のことを聞き

それがよく理解できませんで した。 しかし今，伝道に対する

私の考えは大きく変わっています。来 る日も来る日もチラシ

を配 り，人々に話 しかけモルモン経を読んでもらおうと努め

る，はじめ私はその仕事が伝道のすべてだと思い，それを自

分に要求され る義務のように感 じていました。私は自分が労

して働いていることの枝葉末節 しか見ておらず，伝道全体の

本当の姿をつかんでいなかったのです。 しか し今 は違 い ま

す。伝道は他の何にもまして私自身を形成する大 きな力とな

りました。伝道こそ成功を勝ち得るための最 も偉大な訓練の

計画です。人々に耳を傾けさせ，自分の言葉を理解 させよう

と，ただそのためだけに若者がすべての時間を費すという機

会はただ伝道だけです。

私はこの伝道で人生の意味，自分はなぜここにいるのか，

これからどこへ行 こうとしているのかをやっと知 りました。

そして自分が今まで福音について何と無知だったことかと驚

きま した。 確 か に多 くの 事 柄 は 知 って い ま した が そ の真 の姿

を つ か む こと が で き なか っ たの で す 。

私 は福 音 が幸 福 の知 らせ ， 良 きお とず れ で あ る と話 す の を

聞 き ま した が， そ れ が ど う して なの か理 解 で き ま せ ん で し

た 。 福音 が人 類 に与 え られ た こ との 喜 び を は じめ て感 じた の

は この 伝 道地 に お い て で した。

また ，成 功 とい う言 葉 の真 の意 味 ， 日の 栄 の世 界 に 入 るに

ふ さわ し くあ る こ と， 自分 の召 しと責 任 を確 実 に果 た す こ と

の 本 当 の 意 味 を知 っ た の もこ の地 に お いて で す 。 こ こで は物

質 的 ， 世 俗 的 な事 柄 は第 二 義 の こ と で あ り， よ り大切 な こ と

は何 で あ るか を 知 った た め に， 私 は い ま まで 経 験 した こ との

な い幸 福 を感 じて い ます 。

キ リス トは我 々が まず神 の 国 を求 あ る な ら， 他 の す べ て の

こと は そえ て 与 え られ る と約束 な さい ま した。 私 はそ れ が真

実 で あ る と は っ き り知 って い ます 。

私 は ま だ た っ た２１才 で す が ， Ｌ’Ｅｇｌｉｓｅ ｄｅ Ｊ’ｅｓｕｓ Ｃｈｒｉｓｔ

とい うフ ラ ンス で 最 も重 要 な組 織 の リー ダ ー の一 人 に な りま
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した。 ほ か の ど こで ， どん な 時 に， 今 持 って い るよ うな責 任

と権 能 を受 け る機 会 が再 び あ るで し ょ うか 。 また， いつ 一 切

の エ ネル ギ ー と時 間 を神 に さ さ げ る こ とが で き るで し ょ う
。

お そ ら くこれ こそ が伝 道 につ いて の 最 も素 晴 ら しい ことだ と

思 い ます。 伝 道 は あ らゆ る もの を すべ て唯 一 の 目的 ， す な わ

ち神 に仕 え る こと に集 中 す る時 間 な の で す。 家 庭 に い る 時

は， 学 校 ， 経 済 ， 結 婚 ， 子供 ，他 人 の お もわ くな ど に心 を用

い ます 。 しか しこ こで は た だ一 つ の こと だ け に心 を 向 け るの

で す 。

家 で は 何 か気 に入 らな い ことが あれ ば そ れ か ら逃 げ る こと

が で き ま した が， こ こで は それ が で き ませ ん 。 い や な こ と に

も立 ち向 い， 状 況 に順 応 し， 性 格 的 に あ わ な い入 々 と も仲 良

くや っ て い かね ば な らな いの で す 。昔 の 自分 だ っ た ら逃 げ 出

したか も しれ な い事 柄 を 克 服 で き た と 自覚 す るの はな ん と素

晴 ら しい こ とで し ょう。

家 で は 自分 が正 しい こと を納 得 させ よ う と し， そ う して も

らえなかった時は，そのままで，他に納得 してくれる人を探

せばよかったのですが，ここではそうは簡単にいきません。

求道者と出会 うことは本当に少ないので，’その人をあきらめ

るまでは実に死にもの狂いで闘うといって もよいほどに力を

尽 します。ですから多 くの困難に打ち勝つ時には，喜びのあ

まりに胸が裂けるかと思 うほどです。

もっと立派に責任を果たそうと努力 し，困難に取 り組み，

そこから成長するという毎日が続いています。証を述べ， レ

ッスンを教え，求道者が改宗するようにとひざまずいて祈 る

こともたびたびです。会員の問題について神の導きを請 うと

き，教えを説 くために人を動か したもう聖霊を身近かに感 じ

ています。そしでまた病 める人の頭に十二使徒 と共に自分の

手を置いて彼の柳福を通訳することもあります。大会説教の

ラジオ放送を聞いて感激 し，本国では交わることのできない

ような人４との間に友情を結ぶとき，その友情が本当に深い

ので，別れるときはまるで家族との別れのように悲 しい気が

するのです。 漁

６時に起床 し，疲れて寒さに震えながら，ただ神にのみよ

り頼んで人々のために生きること，またこの世のことに何 ら

わずらわされることなく人々の成功を喜ぶこと， これ らのこ

とを私がもし伝道にζなかったらどこで経験できたで しょう

か。 ．

しか もこれはまだほんの始まりにすぎないことを充分承知

しています。伝道はまっすぐな道を知るための良 い手 段 で

す。もし私がその道を変わらずに歩み続けるなら，私の喜び

は二倍三倍になり，永遠に増 してゆくで しょう。 永 遠 の 結

婚，教会の奉仕，子供たち， この世界と自分の国に対する奉

仕。それらの喜びを一人一人に与えたもうほど主は深 く我々

を愛していて下さるのです。

（ニクソン内閣の都市住宅開発長官ジョージ ・ロムニー氏

の子息で２１才のミットは，彼の伝道地 フランスから両親あて

にこの手紙を書いた。編集者はこの手紙を許可を得て転載 し

た。）

玉
ｒレ．＿ ．儒∂

『、
．ノ 脚
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神 権 の 職

リチ ャ ー ド ０． カ ウ ア ン

３０２

、

神讐総階歪簾贈 懲懲 揺票
５参照）

職は，神権の権能につけ加えられると言うよりも，むしろ

その権能のために神権に依存するということを意味する。そ

れぞれの職は独自の職掌を有 し，主の啓示にあらましが述べ

られている。

神権の職 （これから詳 しく述べる）と，教会の職の区分が

老えられる。人が神権を授けられると，その人は，破門によ

る以外はこれを剥奪されることはない。（１）神権の職は按手聖

任によって授けられる。一方，教会の職は，按手任命によっ

て与えられ，永久的なものではな くて，その人が解任される

までのものである。（２）

監督の職は神権上の職でもあるし，同時に教会上の職でも

ある。今，大祭司の職にある人が監督の召を受けた場合を考

えてみる。この人はまず神権の監督の職に按手聖任され，そ

の後で教会の職 である監督，またはそのワー ド部の管理大祭

司に按手任命されるのである。その召から解任された後で，

他のワー ド部に所属することになった場合，新 しいワード部

で，また監督としての召があれば，その人はあ らためて按手

聖任を受けな くともよく，ただそのワー ド部の監督 として按

手任命を受ければよい。

大管長会
．大管長会を構成する副管長達は

，．その時の教会の大管長を

助けるために，副管長として按手任命される。そのため，大

管長の死去に際 しては，副管長達は自動的に解任になり，大

管長会は完全に解消する。

大管長会を構成するのは基本的には３人であるが，教会の

歴史を見ると，そのつど，必要に応 じて補充され て い る。

１８β７年にジョセブ ・ス ミスは副管長を ３人以上任命 している

し，（１）１８７３年にブリガムヤングは， ５人の副管長を任命 して

いるし，〈４）現代では，マッケイ大管長は ５人の副管長を任命

している。

アロン神権の職

アロン神権の各職 個有の義務は教義と聖約の２０：４６～５９

にあらましが述べてある。各職の責任が累積されることに注

目しなさい。神権者の職がよ り高いものになっても，それま

での職に付陣 していた責任は解除されないで累積されてい く．

のである。どの職にあっでも，教会員を強めるのが，主要な

ｉ



，

義 務 で あ る こ とを心 に とめ な くて は な らな いＱ

ア ロ ン神 権 の 各職 の 管 理 的 な立 場 に あ る監 督 の 義 務 に つ い

て も教 義 と聖 約 に記 され て い る。 （５８：１７， １８， ６８：１４一》２４，

ユ０７＝６８～ ７５）

メルケゼデク神権の職

イエス ・キリス トは教会の頭である。主の指示の もとに予

言者，または 「大神権の大管長」がある。（教義と聖約１０７＝

も４，６５参照）「大神権の大管長」のもとに十二使徒 評議員，

またはキリス トの特別な証人がいる。（教義と聖約 １０７１２３参

照）

これ らの管理系統のもとに，大管長 と十二使徒会を支える

ステーキ部が設けられる。ステーキ部の組織の長になる人は

「常任部長」と呼ばれる。（教義と聖約 １２４：１３４，１３５参照）

教会幹部の組織と同 じように，各ステーキ部には，ステーキ部

長を助けるために１２人の高等評議員が任命されている。この

１２人は 「常任高等評議員」と呼ばれる。（教義と聖約 １０７＝３６

参照）このステーキ部の管理系統のもとに 「常任教職者」と

呼 ばれる長老達がいる。（教義と聖約 １２４：１３７参照）．以上の

事柄か らわかるように，ステーキ部の組織は，大管長会と十

二使徒会の組織 に似ている。

「常任教職者」としての長老の最大の責任は各地方で，霊

に関す る事柄を執 り行なう（教義と聖約１２４：１３７，１０７：１１，

ユ２参照）ことであるが， しか し，時によっては宣教師として

旅 に出るように召される場合もある。（教義と聖約８４：１１１参

照）十二使徒と同 じように，七十人 もキリス トの 「特別な証

人」と呼ばれ， 「異邦人と全世界の人々」に対する特別な証

人 となるために召される。（教義と聖約１０７：２５参照）七十人

は，長老や大祭司とは違い，必要ならばいつで も旅に出て，

「巡回福音伝道者」として （教義と聖約 １Ｑ７：９７）あるいは

「巡回長老」として （教義と聖約 １２４：１３８～１３９）伝道のた

めに働 くよう備えていなけれぱならない。大祭司は，教会の

組織を管理するように 召された 「常任部長」である。．（教 義

と聖約 １２４：１３３～１３５） 「常任」という言葉はその人の責任

がまず何よ りも，ある特定の地にあるということを意味 し，

これは 「巡回」という言葉が，ある人の責任が，地域にわた

る場合に用いられるのと非常に対照的である。

ステーキ部の 「常任高等評議員」（教義と聖約 １２４：１３３～

１３５）と対照的に，十二使徒会は 「巡回高等評議会」を構 成

する。．（教義 と聖約 １０７：３４）これらの 職 に あ る人 は，皆

㌔鵬敵｝ｒ”すなわち一喫ｓｈｅｐｈｅｒｄ”（牧羊者）と呼ばれて もよ

い で あ ろ う 。 つ い で な が ら， ほ と ん ど の 国 語 で は 虻Ｃｐａｓ歓）ｒ”と

璽璽ｓｈｅｐｈｅｒｄ” は 同 義 語 で あ る
。

祝 福師

祝 福 師 とい う言 葉 は 英語 の 聖¢ｐａｔｒｉａｒｃｈ” （家 長 と い う意 も

あ る） の訳 語 で あ るが， この言 葉 は， 啓 示 に述 べ られ て い る

㌔ ｖａｎｇｅｌｉｃａｌ ｍ ｉｎｉｓｔｅｒ” に対 して 名 付 け ら れ た も の で あ

る。 （教 義 と聖 約 １０７：３９ 及 び， この節 の脚 注 ウを 参 照 ） こ

．の 呼 び 名 は， 福 音 の意 味 の ㌔ｖａｎｇｅｌ”か ら きた もので あ る。

従 っ て， 祝 福 師 は， 聖霊 に感 じて述 べ る祝 福 に よ って 個 々人

の生 活 に福 音 の原 則 を あ て は め る人 で あ る。

定員会

定員会は，会員が，福音を実践 し，また，各人が聖任され

ている神権の職の義務をよく果たせるように備えさせるため

に組織されている。（教義と聖約 １０７：８９参照）教義と聖約

に，定員会の構成に必要な人数が載せてある。職が上るにつ

れて定員が倍数関係 になっていることに注 目しなさい。 （附

表を参照のこと）

神権者皆各々ぞσ義務を覚れ

附表の示すとごろ淀 よれば，、教会が組織 された１８３０年には

神権のすべての職が回復 されていたわけではなかった。生け

る予言者が啓示をもって教会を導いている間は，回復は引き

続いてあることであろう。最近の神権 コリレーションや十二

使徒会地区代表の任命を見ていると特 にこの感を強 くす る。

主は，与えられた召を 「全力を尽 して遂行する」人に偉大

な約束をされている。（教義と聖約 ８４：３３～４１参照）神権に

関する啓示の最後に，主は言われた。
「この故に，今や神権者皆各々その義務を覚れ。また己が

任命せ られたる務めを全 く勤勉に勤むべし。」 （教義 と聖約

１０７：９９）
． 紅ン

脚 注

（１） ジ ョセ ブ ・Ｆ． ス ミス イ ンプ ル ーブ メ ン ト ・エ ラ

１１巻 Ｐ．４５６

（２） ハ ロル ド ・Ｂ． リー チ ャ ーチ ニ ュー ス

１９６１年 ８月 ２６日付 Ｐ．８～ １０

（３） 教 会 歴 史 記 録 第 ２巻 Ｐ．５０９

教 会 史 誌 １８７３年 ９月 ３日付

（４） 教 会 史 誌 １８７３年 ８月 ８日付
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神 権 の 職

ア ロ ン神権 １８２９年 ５月 １５月 バプ テ スヤの ヨハ ネに よ って 回復 （教 義 と聖 約 １３章 ， 教会 歴史 記 録 第 １巻 Ｐ．３９， ４０）

職

執 事

教 師

祭 司

監 督

働 き 定 員 会

警 告 を与 え，教 え る，この世 的 な義務 （２０：５６）

常 に教会 を守 護す る （２０：５３～５８）

説 き，教 え ，釈 く， バ プ テ ス マ を施 す ，聖 餐 式 を執 り行

な う，按 手 聖 任 す る。 （２０ ：４６～５２）

イ ス ラエ ル の判 事 （５８ ：１６～ １８，１０７：７２～７４）

この 世 的 な こ とを 執 り行 な う （１０７：６８）

１２人 （１０７：８５）

２４人 （１０７：８６）

４８人 （１０７：８７，８８）

会長 は駐督

回 復

１８３０

１８３０

１８３０

１８３１年 ２月 ４日

（４１章 参照 ）

関 係 聖 句

テモ テ（１） ３ ：８ ～ １３

エ ペ ソ ４ ＝１１

コ リ ン ト（１） １２：２８

ヘ フ ル

使徒行伝
１０ ：１１

６ ： ７

テモ テ（１）
テ トス

３ １ ～ ７

１ ７ ～ ９

メルケゼデク神権 １８２９年 ５月１５日～ ６月３０日の間 に 回復 （教会歴 史 記 録 第 １巻 Ｐ．４０～４２）

長 老

七 十 人

大 祭 ’司

祝 福 師

使 徒

大神権の大管長

撒 会の大 管 長 会
すなわち

大神権の大管長会

常任教職員 （１２４：１３７） 霊 に関す る諸事 を執 り行 なう（
１０７：１２）按手聖任 ・聖霊 を与 えるため按手 を す る，

集会を指導す る （２０：３８～４５）

巡回長老 （１２４：１３９）福 音を説 き，異邦人 と全世界 の人

々の特別な証 人 となる （１０７：２５）

常 任 部 長 （１２４：ユ３４） ス テー キ部 ・ワー ド部 の 管 理
この 世 に つ け る諸霊 に関 す る諸 事 を行 な う （１０７：１２），

事 （１０７＝７１）

聖霊 に感 じて祝福を述べ福 音を伝 え る祝福師た る教職者
（１０７：３９～１００）父 より息子に伝 え られ る。 選ばれた る

人 々の子孫 に附与 され る。 アダ ムの時代よ り定め られた
（１０７：４０～４１）

全世界 におけるキ リス トの御名の特別 な証人 （１０７：２３）

巡 回高等評議員，教会 の他の職員を按手聖任 し・ これを

整理整頓す る （１０７：５８）

全 教 会 の統 轄 （１０７：９１） 神 権 の 統 轄 （１０７ ：６５～６７）

予 言者 ，聖 見 者 ，啓 示 を 受 くる者 （２１：１， １０７ ：９２）

大 管 長 会 を構 成 （１０７：２２） 教 会 と神 権 の統 轄 （９０ ：１３，

１１２ ：３０） 十 二 使徒 会 の 管 理 （１０７ ：３３） 神 の 王 国 の 鍵 を

保 有 （８１：２）

９６人 （１０７：８９）

７０人

（この中 に ７人の会長を
含む） （１０７：４５）

定員 は決め られていない
ただ しステーキ部 内の全

大祭 司で構成す る。

１２人 （１０７：２３～ ２４）

３入 の管理大 祭 司

（この他，必要に応じて
任命されて会を助ける）

教義 と聖約か ら引用

１８３０年 ４月 ６ 日

１８３５年 ２ 月 ２８日

１８３１年 ６月 ３～ ６日

１８３３年 １２月 １８日

１８３５年 ２ 月 １４日

１８３２年 １月 ２５日

（大管長会 は１８３３年 ３月
１８日に組織 された）

使ノ行 伝
ヤ コブ
ペ テ ロ（１）

１４：２３

５ ：１４

５ ： １

ル カ １０： １

ヘ ブ ル ５ ：１， ２， ６

７ ：１１

（双 方 共 ，名 前 だ け ふ れ て い る）

使徒行伝 ２１ ８

工 ペ ソ

マ タ イ

４ ：１１～ １４

１６ ：１９

工 ペ ソ ２ １９～ ２１

ψ

新約聖書から引用



～ 伝 道 部 長 メ
ッセ ー ジ：

ミ日本 人 だ か ら こ そ ”

日本沖縄伝道部 第二副伝道部長 神 崎 良太郎

三月に開かれた伝道部長会の席上，岡崎伝道部長は大変胸

にこたえることを言われた。．、「私は日本人には大和魂という

すばらしい精神があると思っている。にもかかわ らず， とき

として 『このプログラムは私たちには無理だ，できない。ア

メリカと日本とは事情が違 うことを考慮すべきだ」との声を

聞 く，そのたびに残念に思 う。教会のプログラムはアメリカ

のためにのみつ くられたものではない。神さまがすべての国

のために，祝福を与えんとしてつ くられたものである。困難

はあってもよき果実を得るたあに，私は 『日本人だからこそ

やる』といった気慨があって欲 しいと思う。それでこそ本当

の日本人ではなかろうか」

教会のプログラムはどれをとってみてもすばらしい祝福を

もたらしてくれる。だが，私たちの受 け入れ態度によっては

単に負担となるのみならず，害とさえなる。プログラムにた

いする正 しい理解の欠如，ヌルマ湯のごとき，消極的プログ

ラムの運営は百害あって一利なしである。まして，最初か ら

拒絶するようではそれまでである。

先日，たまたま万国博覧会の鍬入れ式に参列するために来

阪されていた丹羽兄弟と渡辺副伝道部長にお会 い した が，

「死 してのち止む」 といかないまでも 「倒れてのち止む
」ほ

どの激しい情熱でもって神 さまの業に励む気持が欲 しいとい

うご意見をお聞きした。 このとき，私は今日のすばらしい日

本の基礎を築いた明治時代の人々をフ ト思い起 こし，何が明

治維新をもたらしたかを考えた。多 くの要素があげられよう

が早 く世界の一流薗にしたいという強い欲求，そのためには

身を投げうってでもという激 しい情熱，意気，そ して，よい

ものは何でもドンドン取 り入れ消化 していった進取の精神 と

たくましさが，明治を動かしたもっとも強烈な原動力ではな

かったかと思 う。

ところで，誰 しも神の国建設 とい う点からすれば日本は未

だ開拓期であることを理解 している。今や日本は世界のなか

に切り開いていった明治時代に相当するときかも知れない。

もし，そうであるならば，明治人のごとく，つねにたくまし

く意気 と情熱をもって多 くの問題に自から対処 し，よいプロ

グラムを積極的に取 り入れ，日本の国を更に霊的にす ぐれた

国にするため，倒れてのち止むほどに働 くことは是非必要で

あろう。

さて，新 しいプログラムということであるが，日本沖縄伝

道部長会はプライマリー ・チル ドレンズ ・霜スピタル （ここ

ではとりあえず身障児病院と称 しておこう）に関するプログ

ラムを新たに採 り入れることに決定 したのでこの紙面をか り

てお伝えする。このプライマリーのプログラムは世界には貧

しくて治療 もうけられぬプラ・ｆマリーの年令に属する児童が

数多 くいるが，彼 らに治療を受けられる機会を与えるととも

に，プライマリーの子供たちに，五体健全であることに感謝

する機会を与え，かつ不幸な人たちに心か ら手をさしのべる

ことがどんなに大 きな喜びと満足をもた らすかを知る機会を

．与えんとするものである。この身障児病院の起源は１９１１年に

までさかのぼるが病院の施設が現在の形になったのは１９６６年

６月のことである。この病院は上記の主旨のもとにプライマ

リーの役員たちが懸命に働いて貯めたお金，教会の内外を問

わぬ個人的寄付，そしてプライマリーの子供たちが誕生 日ご

とに年に応 じて差 し出 したお金によって建設され，運営され

ている。病院はユタ州にあるが，不幸な子供たちは世界から

集 っている。

教会の方針によると伝道部の参加は要請されていない。 し

かし，このプログラムのすばらしさを聞いた伝道部はスエー

デンを始め，多 くの伝道部が自発的に参加していることから

当伝道部 も是非参加 したいと考える。支部長，プライマリー

の役員はこのプライマリー ・プログラムの主旨をよく理解さ

れて，子供たちに誕生日にはよろこんで自分の年に５円をか

けた金額を差 し出すようにすすめてほしい。また，大人の方

も自か ら率先 して模範を示されたい。いつの日にか日本から

も該当者を送ってこの神さまのプログラムから祝福を受ける

ようにしたいと思う。詳 しくはプライマリー ・リーダー６月

号をご参照されたい。

３０５







旭 川支部献堂式の祈 り

十 ニ イ吏徒 評 議 員会 会 員

エ ズ ラ タ フ ト１「ベ ン ソ ン

天 に在 しま し・全知 に して永 遠 峨 らの霊の父 なる神 よ・汝 の御 子漱 い主 ・畢 い主 の御 名 に よ

りて、 我 らは この 美 わ し きタ ベ 汝 に祈 刃 ．を捧 げ、 汝 の 聖 き御 座 に近 づ か ん とす る もの な り。 天 の御
〆 ６．

父 よ、 汝 の 見給 う如 く、 我 らは汝 の 息 子 、娘 と して 、 ま た地 に おけ る汝 の教 会 の会 員 と して 、 この

美 わ し き、新 し き宮 居 に集 い しもの な 号。父 よ、 我 らは・与 え られ し真 理 の 証 詞 を持 ち、 汝 の教 会 と
ノ メ’

王国 め会 員に して、与 え られ し神推 の祝福 に与 るを感 謝 し奉 る。汝 の御 意 に適 い て汝 は汝 の御 子 と

共 に聖 な る森 に て 少 年 予 言 者 に現 れ給 い しこ とに感 謝 ｔ秦 る。 また、 天 使 を遣 わ し、 地 上 に重 要 な

鍵 を甲復 せ しめ給 い し こ と に感 謝 し奉 る。 ペ テ 白 、 ヤ コ ブ 、・ヨ ハ ネ お よび バ プ テ ス マ の ヨ ハ ネ の施

し給 う に よ り、 聖 な る神 権 を回復 ぜ しめ給 い しこ と に感 謝 し奉 る。 新 しき聖 典 に して、 聖 書 の 神 聖

な る こ と と主 イ エ ズ ・キ リス トの聖 き使 命 を証 詞 す る モ ル モ ン経 を与 え給 い しこ と に感 謝 し奉 ち。

完 き永 遠 のネ蹄 ・を近代 に回復 せ し嚇 合い に と憾 謝 し奉 る・．御 父 よ・我 らが汝 の子供 と し徳 み

と祝 福 を受 け ん が た め に 、汝 の偉 大 な教 会 ．が地 上 に再 び 、 豊 か な祝 福 を も た らす プ ロ グ ラ ム と共 に

完 き形 にて 回 復 さ れえ こ１と に深 ぐ感 謝 し奉 る。 汝 の 王 国 の指 導 老 と して 高貴 な る者 、 ジ ョ・セ ブ 、 ス

ミス を起 こ し、 ’更 に 、 予 言 者 ジ ョセ ブ の 時 代 か ら今 日 に 至 る まで 汝 の教 会 の 大 管長 と．して数 々 の 後

継 者 を土 て給 い に ζ．嘩 謝 し、奉 る・御 父 よ・ 汝 の 年 老 い し予 諸 １こして偉 大 な僕 デ ビ ド ｏ ’マ

・ッケ燃 骸 縁 らに坂 絡 ’しこζ．嘩 制 奉 るρ、願 わ くは・汝力書汝の御霊は りてこの鰍 な

：擬 生 き脳 袴 せ浸 昭 しを遂行１させ・導 き暫 え給 うように・いと高 き位 より低 き姪 るま

徹 叶 国、に楼 イ手・指勤 鯵 をなす者 をこと寄どく祝福 し給 え・．神権領 会にて奉イ坤 業嚇

，わる蕎 ．搬 の騨 組繊 下奉仕 の業 をなす者・・町 郵 の手により倣 の業 をなす刷 の繊

：扶助 協会 を祝 福 し給 え９』１扶助 協会 の人々の潔 さと家族 に対 す る献身 と夫 お よび神権 に対 す る宰持 に

感謝 し奉 る６老 い た る老 に も若 き者 にも福 音 を教 え る．日曜 学校 の与 え られ しごと、若 人 の闘’で レク

ｉリエ？ ・ンと共踵 勲 る文化および霊的瀞 力を遂 行するＭ ＩＡの与 えられ に と・我 らの子供

ｉに懲 ζ櫨 を授 ける初等協会の坂 られ に とに翻 し奉 る・搬 のイ卑大鰍 澱 関・特 喧 教

師制卿 与 え碑 Ｌこと曝 謝 し奉 う・’鰍 師が我 ら・我 らの先祖 を舳 し・儲 の知識 を与 えし

…こと嘩 謝 し郵 ・ 触 、癩 枢 １よ孝絵 の あ らゆ る機 関 お よび部 を祝ネ畠し給 え・

俄 醐 このイ献 な る 躰 伝 道部 の業 に串で立 たたん ・す る・寺・・の地 に・汝 の業 が栄 えるよう乞 い

願 い奉 る．汝 の管測 縛 都 らび １・その助 け をなす者 ・椥 鋤 言 哲 す者 ・役 員・ゾー ン ・リー ダー

；地方 音限 諌 蔀風 またすさ て汝 の業 をなす巻 お１よび宣教 師一 人一人力ご霊感 と導 き綬 け会 員 た

ちに祝福 を与 え、彼 らめ約 束 に忠実 な らんため に汝 の僕 らを祝 し給 え。願 わ くは、汝 の僕 らが 、主

．の予言 者 よ り宗 され しあ らゆ る会 員は宣教師 な りとい う責任 とチ ャレンジを受 け入 れ、御 業 が広 ま

り踊 展 せ ん こと を．御 父 よ誠 ら、、この鰍 掴 家 が坂 られ に と、 また鰍 麩 々が住 み し

こ と １÷、彼 らの壼 あ 活 力 と忠 実 な る生 活 と習 慣 に感 謝 し奉 う・御 父 よ、この 国家 を祝 し給 え ・ この 国

家 の長 を祝 し、 導 きを．与 え１汝 の御 箭 に常 にへ りくだ り、 汝 の 導 きを求 め る よ う祝 し給 え。 国 の 長

を助 け る老 を祝 し、 こ の 国 が 自由 を維 持 し、 人 々 が繁 栄 を続 け る よ う祝 福 を与 え給 え。 そ して 、 人

３９８



々 が 汝 の御 前 にへ り くだ り、 汝 の音 ず れ を聞 き し時 に 、 人 々 は完 全 に、 ま た謙 遜 に祈 りの 心 を持 ち

て調 べ 、 その神 聖 な る こ と の証 詞 を受 け る こ とが で きる よ う に祝 し給 え。 父 よ、 この 美 わ し き市 の

この建 物 の建 土 され し地 域 を祝 福 し給 え。 市 長 お よび 職 員 を祝 福 し給 え。 彼 らに知 恵 と識 別 の御 霊

を与 え給 え。願 わ くは この 偉 大 な市 が 栄 え 、 この地 に住 む人 々 が 回復 され た福 音 の精 神 を知 り、 音

ず れ を聞 き、 それ を受 け 入 れ る機 会 を もた ら し給 え。 御 父 よ、 この地 方 部 の 特 に この 支 部 の 会 員 達

を祝 福 し給 え。 支 部 長 と彼 と共 に働 く者 お よび会 員一 人 一 人 を祝 福 し給 え。 彼 らの 家 族 を祝 し、 義

し き道 へ 導 き う る よ う祝 福 を与 え給 え。 天 に在 します 父 よ、 特 に、 この美 わ し き建 物 の建築 に あ た

り、 時 間 と資 力 と能 力 を捧 げ し者 た ち を祝 福 し給 え。 天 の 窓 を開 きて 、 彼 らに祝 福 を あふ る る如 く

与 え給 え。 天 父 よ、 我 らは今 や こ こに集 い 、 この建：物 を汝 に奉 献 す る こ との 限 りな き喜 が と特 権 と

祝 福 に感 謝 し奉 る。 さ らば 、聖 な る神権 の権 能 と主 イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り、 この 美 わ し き

建 物 を、 土 台 か らか さ石 に至 る まで あ らゆ る部 分 、 す な わ ち、 壁 、屋 根 、 な らび にす べ て の備 品 、

設 備 、お よび この建 物 の 建 て られ し土 地 を神 聖 な る 目的 の た め 、主 な る汝 に奉 献 し奉 る。 父 よ、願 わ

くは 、 我 らの この捧 げ物 を と りて、風 雪 の損 傷 よ りこの建 物 を守 り給 え。 この建 物 が幾 年 月 に もわ

た り こ こ に建 ち、 汝 の 子 らの信 仰 、 誠 実 、 献 身 、 お よび 忠 実 の記 念 碑 と な る よ うに 乞 い願 い奉 る。

そ して、 こ こに集 うす べ て の 人 々 が汝 の御 霊 の カ を感 じ られ、 悪魔 の カ が この建 物 の 離 居 を また ぐ

こ との な き よ うに 。 こ こ に 来 た る者 が真 理 の御 言 葉 を聞 き、 そ して共 に礼 拝 し、快 い 兄 弟 愛 を養 う

こ とが で きる よ うに。 天 父 よ、 我 らは この建 物 を汝 に献 堂 す る に あ た り、 この 捧 げ物 を受 け 入 れ給

う よ う・乞 い願 い奉 る。 さ らに我 らは汝 と汝 の 目的 と誓 い に我 らの 生命 を再 び捧 げ 、 全心 、 全 力 、 全

霊 、 全 精 力 を尽 して福 音 に 生 き、 戒 め を守 り模 範 と な り、世 に汝 の 王 国 と 目的 をす える た め 全 力 を

尽 さん とす る もの な り。 終 りに あ た り、 心 か ら謙 遜 に な り感 謝 の 気 持 と共 に我 らは こ の建 物 を奉 献

し我 ら 自身 を も捧 げ 奉 る。 主 イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り祈 り奉 る。 ア ー メ ン。

懸 霧ｉ難
鍵
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